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   （午前10時０分開議） 

  （菅野議長議長席に着く） 

○議長（菅野吉記君） おはようございます。 

  ただいまより本日の会議を開きます。 

  最初に、諸般の報告を申し上げます。 

  報道機関による傍聴席での撮影及び録音の

許可についてでありますが、ＮＨＫ、読売新

聞社、時事通信社、神戸新聞社、毎日新聞社、

産経新聞社、朝日新聞社より、本日の本会議

の模様を撮影及び録音したい旨の申出があり、

許可いたしましたので御報告申し上げておき

ます。 

  次に、去る６月６日の本会議において可決

されました地方消費者行政の維持・強化のた

めの施策を求める意見書提出の件及び子供た

ちの豊かな教育環境をつくるための教職員定

数の改善と義務教育費国庫負担制度の堅持等

を求める意見書提出の件は、関係方面に提出

いたしておきましたので、御了承願います。 

  以上、報告を終わります。 

  これより議事に入ります。 

○議長（菅野吉記君） 日程によりまして、日

程第１ 一般質問に入ります。 

  これより順次発言を許可いたします。 

  61番坊 やすなが君。 

  （61番坊 やすなが君登壇）（拍手） 

○61番（坊 やすなが君） 自由民主党の坊 

やすながでございます。それでは、早速質問

をさせていただきたいと思います。 

  まず、特別市の法制化につきましてであり

ますけれども、人口減少社会の下、東京への

一極集中はとどまることなく進行しておりま

す。先日も東京都における夏場の水道基本料

金の無償化が発表されまして、東京対地方の

格差を改めて実感したところであります。 

  そのような社会情勢の中、多極分散型社会

の実現により、日本全体のバランスの取れた

発展を目指す特別市制度の意義がますます大

きくなっているものと考えます。令和６年12

月の本会議におきましては、我が会派の上畠

議員より、特別市の法制化に向けた本市とし

ての取組について質問をさせていただきまし

たが、その後、国においては大都市における

行政課題への対応に関するワーキンググルー

プが設置され、特別市制度の議論が対象とな

り、夏頃に向け議論が取りまとめられていく

予定となっております。 

  多様な大都市制度の実現プロジェクトにお

いて、国への提言に向けた議論が行われてお

りますけれども、国が特別市を取り上げてい

るこの機会を逃すことのないよう、指定都市

市長会の会長として、特別市の法制化に向け

た働きかけを強力に実施するべきと思ってお

ります。特に機運の醸成は切れ目なく力を入

れて取り組む必要があると感じますが、どの

ように取り組んでおられるのか、市長の見解

をお伺いしたいと思います。 

  次に、３期12年の評価と今後の施策展開に

ついてであります。 

  久元市長が初めて神戸市長として就任され

て以降、都心・三宮の再整備や、子育てしや

すいまち日本一の評価をされるほどの子育て

支援の大幅な強化、新型コロナウイルス感染

症への対応、神戸空港の国際化など、様々な

難題に取り組み、その手腕を発揮されたと認

識しております。昨年度、神戸の基本理念を

定める神戸市基本構想が策定され、この実現

に向けた初動期となるこの重要な局面である

今、久元市政３期12年を振り返り、この間の

神戸市の歩みをどのように評価しているのか、

また今後どのような施策展開を図っていこう

としているのか、市長の見解をお伺いいたし

ます。 

  以上であります。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 坊議員の御質問のうち、

まず特別市の法制化につきましてお答え申し

上げます。 

  特別市の法制化につきましては、大きな制
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度改正になりますので、国における検討が不

可欠です。このため、総務省に対しまして、

次期地方制度調査会での検討につながるよう

な研究会の設置を強力にお願いをしてきたと

ころですが、昨年の12月、大都市における行

政課題への対応に関するワーキンググループ

が設置されました。１月に開催されました第

２回ワーキンググループでは、指定都市市長

会を代表し、福田川崎市長が出席をされ、特

別市の法制化に関する意見聴取が行われるな

ど、国での検討におきましても、一定の進捗

が見られているところです。 

  また、先日５月16日には、超党派の国会議

員により構成される、指定都市を応援する国

会議員の会の全体会が14年ぶりに開催されま

した。この全体会には、国会議員御本人が10

1名、代理出席46名と、たくさんの国会議員

と関係者の皆様が出席をされ、指定都市市長

会からは17名の市長・副市長が出席し、多様

な大都市制度の早期実現をテーマに、活発な

意見交換が行われ、特別市の法制化を応援す

る御意見も頂戴いたしました。機運醸成に大

きな成果があったと考えております。 

  このほか、指定都市市長会、そして神戸市

としても、首都圏や神戸市内におきまして、

継続的にシンポジウムを開催しており、特別

市の法制化を含む多様な大都市制度の必要性

について、広く理解を求める取組を精力的に

進めております。 

  特別市の法制化に向けましては、坊議員か

ら御指摘をいただきましたように、国におけ

る議論が活発化しているこの機会を逃すこと

なく、強力な働きかけをしていくことが重要

です。７月頃に指定都市市長会として策定す

る提言を基に、国はもとより、国会、経済団

体、全国の自治体に対するさらなる働きかけ

を強めていきたいと考えております。全国市

長会や全国市議会議長会など、全国的な団体

に対する理解促進にも取り組み、このような

活動を通じて特別市の法制化に向けた機運醸

成をさらに図っていきたいと存じます。 

  これまで３期12年の取組と今後の施策展開

につきましてお答え申し上げます。 

  市長就任以来、都心・三宮の再整備や駅周

辺のリノベーションなど、まちの魅力向上に

つながる投資を推進し、都市の成長を促す好

循環の創出に注力してまいりました。これは、

矢田市長の下で強力な行財政改革が行われ、

財政状況が政令市上位程度まで回復して、財

政対応力が復元したこと、この成果を引き継

ぐことができたことが大きかったと考えてお

ります。 

  この結果、都心・三宮では、オフィスやホ

テルなどの民間投資が進み、今春開業したジ

ーライオンアリーナ神戸には、多くの来訪者

で新たなにぎわいが創出されております。ま

た、名谷や西神中央など拠点駅を中心に、駅

前の公共空間のリノベーションに取り組み、

民間事業者による住宅供給も生み出されてお

ります。商業地・住宅地の地価も全区で上昇

しておりまして、これまでの投資が納税額・

納税者数の増加に寄与し、税源の涵養にもつ

ながっていると考えております。 

  神戸の将来を担う人材への投資として、高

校生の通学定期の無償化や、こども医療費の

外来助成の対象拡大、子供の居場所づくりの

全市展開や中学校給食の全員喫食に向けた取

組など、子育て世帯にとって魅力あるまちづ

くりにも注力してまいりました。 

  新型コロナウイルスへの対応といたしまし

ては、コロナ検査体制確保や中央市民病院の

臨時病棟設置など、市民の命と健康を守るた

めに全力で取り組むとともに、店舗家賃負担

軽減やチャレンジ支援補助金など、市内事業

者を支える独自の施策も展開してまいりまし

た。 

  また、大学生のお助け隊による高齢者ワク

チン接種のウェブ予約サポートや、コロナ禍

で困っている方と応援したい方をマッチング

するサイト構築など、地域で支え合う仕組み
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づくりにも注力をしてまいりました。 

  さらに、全自動のＰＣＲ検査ロボット開発

や遠隔医療システム構築など、先進的な取組

が国内外に広がり、グローバル社会に貢献す

ることもできたと考えております。 

  今後の取組ですが、全会一致で議決された

基本構想には、次世代に紡ぎたい神戸らしさ

や、ありたい姿など、市民の思いが込められ

ております。いつの時代でも変わらない神戸

の基本理念として、今後の施策展開の重要な

指針となると考えております。今後、構想に

込められた思いを実現していくため、神戸空

港の国際化により、国内外から多様な人材や

技術を取り入れ、神戸の強みと融合を図るこ

とで、新たな時代の国際都市へと進化をさせ

る努力を行っていきます。 

  先人がこれまでの歴史の中で築いてきた都

心・ウオーターフロント、既成市街地・ニュ

ータウン、森林・里山を生かすため、新たな

発想の下で、これら３つの地域の再生に取り

組んでまいります。 

  今後、先行きが不透明な変化の激しい時代

においても、多様な主体や団体が地域の中で

つながり、支え合いながら、誰もが安心して

暮らしていける神戸をつくっていくために全

力で取り組んでまいります。神戸らしさや神

戸が持つ可能性を最大限に生かしながら、長

期的な視点で持続可能な都市の実現に向け、

積極果敢に挑戦を続けてまいりたいと存じま

す。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 坊君。 

○61番（坊 やすなが君） しっかりこの久元

市政の任期中、実績を残していただきました

し、またこれからもっともっと見えていくと

いう―― 見えてくる、市民にはっきりと目に

見えて変化が分かっていくというところまで

来ているというふうに思っておりますが。ま

ず大都市制度の話でございますが。私もこの

５月まで全国市議会議長会の会長を務めさせ

ていただきました。そのときに市長と共に、

この特別市実施への要望活動も一緒にさせて

いただいたというふうに思っておりますし、

またいろんな政府の会合にも一緒に出させて

いただいたという経験をさせていただいたわ

けですが、その中で、政令指定都市の扱いと

いうんでしょうか、立場というものは、やは

り政府の中では何かオブザーバー的な部分も

感じるような状況でありました。 

  私が会長をさせていただいた全国市議会議

長会の中でも、やはり政令指定都市と一般

市・中核市とのその認識の差というんですか、

その考え方の違いというんでしょうか、問題

点の違いというものはよく感じましたし、政

令指定都市だけで何か全体を動かそうとする

ことについては、大変な部分もあるんだなと。

より一般市・中核市の御理解をいただかない

と、なかなか物事が進まないということも経

験させていただいたところでございますが、

もう１つ感じたのは、都道府県の位置、立場

というんでしょうか、やはり基礎自治体を持

たないという部分の弱い部分、地域のことと

か、情勢がよく御理解をいただけてない部分

が、やはりこの時代になって弊害のほうが、

より見えやすくなっているのかなというふう

な思いがしております。やはり特別自治市と

いうものは、何も特別自治市だけがよくなる

わけではなくて、その周辺市も含めて、特別

自治市がエンジンになって、全体をカバーし

ていく。全体の成長を引っ張っていくという、

そういう役割があるわけでございますので、

特に今の時代においては、やはり県ができる

範囲、またやってきた仕事という部分の限界

というんでしょうか、やっぱり弊害の部分も

多く見えてきておりますので、この特別自治

市ということは、周辺市にとっても非常に重

要なことになるんじゃないかなという認識で

おります。ぜひとも今の立場で全体を引っ張

っていただくわけでございますので、この特

別自治市の議論が活発になって、そして雰囲
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気―― 醸成がちゃんとできるようにお願いを

申し上げたいというふうに思っております。 

  そして、久元市長が初めて就任されてから

この間、神戸を新しいステージに、そして神

戸を変革するということがキーワードになっ

てきたように思っております。久元市長が構

想し、平成27年９月に三宮周辺地区の再整備

基本構想を発表してから、およそ10年の歳月

がたちました。都心・三宮の再整備はいよい

よ形になろうとしておりますし、また各地の

郊外拠点駅ではリノベーションが進みまして、

また海外エアラインの航空機が神戸の空を飛

び、新しい国際都市として次のステージへ向

け、神戸のまちは着実に変わりつつあると思

います。 

  市役所の組織についても、古い体質の改善

や民間人材、民間経験者採用の拡大により新

たな風を組織に取り込み、組織全体の変革に

取り組み、多くの職員と話をしてきた私の実

感としても、１人１人の職員の働き方・マイ

ンドが、震災で傷ついたところから立ち上が

り、前向きな方向に向かっているのではない

かと感じております。 

  また、冒頭申し上げました特別市の法制化

については、指定都市市長会の会長として、

久元市長自身が中心になって国などへ働きか

けていただいたおかげで、ようやく議論も届

き始めたところでありますが、これらの歩み

を止めることなく、神戸をさらに高みへ押し

上げるために、市政の継続性が非常に重要で

あります。また、今まさに事業が動き、変革

に向け現場がフル回転している中にあっては、

引き続き強力なリーダーシップで組織をガバ

ナンスできるリーダーの存在が不可欠であり

ます。市政の継続性を維持し、この変革の流

れを止めないために、次の神戸市長選挙に向

け、どういった決断をすべきと考えておられ

るのか、市長にお伺いいたします。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 坊議員におかれまして

は、私に対しまして過分のお言葉をいただき、

大変光栄に存じております。これまで二元代

表制の下、坊議員をはじめ市会議員各位から、

様々な御意見や御指摘をいただき、また多大

な御協力を賜りながら、市政の課題に全身全

霊で取り組んでまいりました。 

  また、第１期の公約といたしまして、市役

所改革を重要な柱として掲げて以来、坊議員

御指摘の変革にも全力で取り組んでまいりま

した。事業も着実に進んでいるところでもあ

りますが、まだまだ残された課題も多いと認

識しております。この流れを止めてはいけな

いという御指摘につきましては、私も同感で

ございます。 

  御指摘を踏まえ、市長としての責務を引き

続きしっかりと全うできるよう、全力で取り

組んでまいります。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 坊君。 

○61番（坊 やすなが君） せっかく思いを持

って、そして物事を実現してきたという、こ

れなかなかできる人って少ないと思うんです。

やはりしっかり１つ１つ積み上げてこないと、

こんなことはできませんし、またこんだけの、

１万5,000人以上のこの組織をしっかりと束

ねて動かしてきたということが、この実績に

つながっていると私は認識しております。ぜ

ひともこれからも引き続き頑張っていただき

たいという思いを申し上げまして、私からの

質問とさせていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○議長（菅野吉記君） 御苦労さまでした。

（拍手） 

  次に、24番平野達司君。 

  （24番平野達司君登壇）（拍手） 

○24番（平野達司君） 自民党の平野達司でご

ざいます。どうぞよろしくお願いします。 

  それでは、早速質疑に入ります。 

  １つ目ですが、データを活用したまちづく
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りについてお伺いいたします。 

  全国的に少子・高齢化が深刻化する中、人

口動態を的確に把握しながら、客観的なエビ

デンスに基づく政策形成を行うことは、非常

に重要であるというふうに考えております。

神戸市では、ＥＢＰＭ推進のため、令和４年

度より神戸データラウンジを構築し、全職員

にダッシュボードが共有されるなど、データ

利活用のための環境整備やデジタル人材の育

成に取り組んでおり、さらに令和７年１月に

は、神戸市データ利活用方針が策定され、デ

ータ・デジタル先進都市の実現に向けて、市

の保有する様々なデータを最大限活用する方

針が示されるなど、ＥＢＰＭの推進にこれま

で以上に積極的に取り組んでいくといった印

象を受けますが、今後、具体的にどのように

取り組んでいくのか見解をお願いいたします。 

  ２点目でございます。貧困ビジネス対策に

ついてお伺いいたします。 

  日常的に生活保護受給者との関わりが深い

ケースワーカーや民生委員の方から、他都市

の生活保護受給者を一部事業者が囲い込み、

神戸市の老朽化した住宅へ居住させる、いわ

ゆる貧困ビジネス的実態があるという声を聞

いております。貧困ビジネスについては、不

正受給問題はもとより、劣悪な環境にある住

居が利用されることにより、まちの景観が損

なわれることや、まちのイメージそのものに

も影響を及ぼす懸念があります。その解決に

当たっては、一次的な対応を行うケースワー

カーや民生委員の意見、そして疑念を吸い上

げ、警察などの関係機関と着実につなげてい

く仕組みが必要と考えますが、見解をお伺い

いたします。 

  ３点目です。まちなか自習室についてお伺

いいたします。 

  中学生や高校生の自習スペースの充実のニ

ーズが高いことを踏まえて、神戸市では時間

によって空いている民間施設を活用し、放課

後などの中学生・高校生が無料で自習スペー

スとして利用できる、まちなか自習室の設置

に取り組んでいますが、今年の４月には事業

者が決定し、７月までには15か所以上、かつ

各区１か所以上の設置を目指していますが、

今後どのような事業に展開していこうと考え

ているのか、お伺いいたします。 

  最後４点目です。兵庫運河における取組に

ついてお伺いいたします。 

  兵庫運河は、今年３月に生物多様性の保全

が図られている区域であることを国が認定す

る自然共生サイトにも認定されるなど、自然

と共生する地域資源として、地元の方々に親

しまれています。 

  令和６年度決算特別委員会において、兵庫

運河における環境学習施設の整備について質

疑いたしましたところ、周辺の回遊性向上に

も寄与する施設となるよう検討を進めていき

たいとの答弁があり、令和７年度予算では設

計・工事費用が計上されました。現在は兵庫

漁業協同組合を中心に、地域の子供たちを対

象とした環境学習を実施していますが、今後

の施設整備が進み、環境学習の機会を拡大し

ていくためにも、地元の大学生や研究者を含

めた担い手の確保に努める必要があると考え

ますが、見解をお伺いいたします。 

  以上４点、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 平野達司議員のご質問

のうち、まずＥＢＰＭの推進につきましてお

答え申し上げます。 

  データを活用して、行政の推進を高度化し

ていくという取組は大変重要です。これまで

ＥＢＰＭの推進として企画調整局が主導し、

データを活用する環境整備やデータ利活用人

材の育成に取り組んできました。データを活

用する環境整備では、例えば神戸データラウ

ンジにおいて、市の人口動態や、市独自の将

来人口推計など、約150種類のダッシュボー
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ドが全職員で共有されておりまして、政策立

案や庁内での議論に活用されるなど、ＥＢＰ

Ｍの取組が各局に広がっております。 

  政策立案における具体的な事例では、例え

ば国保特定健診の受診状況などの健診データ

や、地域ごとの対象者分布を使った特定健診

に関する施策や、市バス・地下鉄の乗降客数

データを使った交通関連の施策などが挙げら

れます。 

  データ利活用人材の育成につきましては、

初級・中級・上級と段階別に育成を進めてき

ました。特に中級に位置するＢＩツールを使

ってダッシュボードをつくり、データ分析が

できる人材の育成に力を入れてきておりまし

て、現在400人を超える人材が育っておりま

す。 

  今後は１月に策定いたしましたデータ利活

用方針に基づき、職員が自ら判断して積極的

にデータ利活用を行っていけるよう、法令や

情報セキュリティー面のルールなどの整理を

いたしましたデータ利活用ガイドラインを策

定・周知し、庁内全体でＥＢＰＭを推進して

いきます。 

  例えば、順次標準化される各基幹系のシス

テムから抽出できるようになるビッグデータ

を活用し、政策立案や政策評価、業務マネジ

メントの取組などが挙げられます。庁内全体

でＥＢＰＭを推進していくためには、今以上

にデータ利活用ができる人材が必要であると

考えておりまして、これまでに行ってきたツ

ールの使い方や分析手法を学ぶ研修に加え、

データを用いた課題設定の研修を追加するな

ど、人材育成をさらに強化していきたいと考

えております。 

  次にまちなか自習室についてですが、特に

中高生から町なかで自習できるスペースを充

実させてほしいという要望は大変強いと感じ

ております。私自身も直接そういう要望を聞

いてまいりました。昨日、新長田のピフレホ

ールで、長田区制80周年記念式典が行われま

したけれども、そこの中でも、中学生・高校

生から、やはりそういう要望がありました。

御指摘のこの自習スペースの充実につきまし

ては、スピード感を持って進めていきたいと

思っておりますので、具体的には副市長から

お答えさせていただきます。 

  兵庫運河の取組ですが、かつて汚染が深刻

な状態でありました兵庫運河では、長年にわ

たり地域の方々による保全活動が継続されて

きました。現在は漁業協同組合をはじめ、環

境保護などに取り組む５つの団体による、兵

庫運河の自然を再生するプロジェクトが展開

されております。 

  このプロジェクトではアマモの植栽や竹な

どを活用した産卵場の整備などの取組が行わ

れております。これが実を結んできておりま

して、天然のアサリや絶滅危惧種のハクセン

シオマネキも確認されるようになったところ

です。神戸市も支援しておりますこれらの取

組が評価され、2030年までに陸と海の30％を

生物多様性の観点から保全する世界目標、30

ｂｙ30に貢献する場所として、今年３月に環

境省の自然共生サイトに認定されました。 

  環境学習に対する支援といたしましては、

漁業協同組合や、自然を再生するプロジェク

トの活動として、様々な環境学習にも取り組

まれておりまして、本市としても補助金を通

じた支援のほか、神戸学院大学の学生や研究

者を活動団体へつなぐ形で支援を行っており

ます。 

  さらなる支援として現在、環境学習に活用

できる施設の整備を進めており、環境学習の

充実のためには、担い手の確保も重要な課題

だと考えております。今後、シンポジウムや

イベントを開催し、各方面に兵庫運河再生の

経緯や取組状況、その豊かな自然環境につい

て発信していくとともに、兵庫運河の文化や

生物多様性の魅力に共感していただける大学

生や研究者に働きかけ、新たな担い手の確保

につなげていきたいと考えております。 
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  ほかの御質問につきましては、副市長から

お答えさせていただきます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 私のほうから、貧困

ビジネス対策についてと、それからまちなか

自習室につきましての補足的な答弁をさせて

いただきたいと思います。 

  まず、貧困ビジネス対策についてでござい

ますが、生活保護受給者を対象としたこの事

業者の囲い込みの部分についてでございます

が、厚生労働省―― 国におきましては、いわ

ゆる貧困ビジネス対策といたしまして、生活

保護受給者の住環境が著しく劣悪な状況であ

ることや、また、金銭管理契約の締結を含め、

居室の提供以外のサービスの利用を強要する

などの不当な行為が認められる状況にある場

合、こういったことを把握した場合につきま

しては、適切な居住環境への転居を促すこと

などの必要な支援を行うこととされていると

ころでございます。 

  また、後段の居室の提供以外のサービスの

利用の強要につきましては、法テラスや無料

法律相談等の利用を勧奨するなど、必要な助

言を行うこととされているところでございま

す。ケースワーカーによる訪問調査活動、こ

れが一番主な重要な対応になると思いますが、

こういった訪問調査活動に併せまして、関係

部局間での情報交換等を通じて、被保護者の

住環境及び契約状況の把握に努めているとこ

ろでございます。 

  そのような中で、今申し上げましたような、

いわゆる貧困ビジネスが疑われるような事例

を確認した場合につきましては、警察等の関

係機関と連携を図り、被害の未然防止、また

適正な実施を引き続き行ってまいりたいと考

えているところでございます。 

  それから、まちなか自習室につきましてで

ございますが、この事業につきましては、市

内の子供を対象としたアンケート調査等を通

じまして、中高生から自習スペースを設置し

てほしいという声が多数あったことから、既

存の図書館やユースステーションに加えて、

カフェやイートインスペースなど、民間施設

の一部を自習スペースとして提供いただき、

市内に高校生が利用しやすい自習スペースが

点在する環境をつくりたいと考えて実施して

いるものでございます。 

  本年４月に委託事業者の選定を行いまして、

７月中の事業開始を目指して、中高生がスマ

ホで手軽に利用登録や協力店舗の検索ができ

るシステムの構築、協力店舗の開拓等を進め

ているところでございます。現在、市内のカ

フェや商業施設のイートインスペース、また

コワーキングスペースやカーディーラーなど、

既に14か所の店舗から、協力に前向きなお返

事をいただいているところでございまして、

今年度中に30か所への設置を目指し、協力店

舗の開拓に取り組んでいるところでございま

す。 

  また、中高生にこの事業を知っていただく

ことが大事でございますので、このまちなか

自習室の近隣にある学校への周知依頼や、す

ぐーる、またチラシを活用した市内中学生や

高校生への周知、インスタグラムでの発信等

を行い、多くの中高生に御利用いただきたい

と考えているところでございます。 

  今後につきましては、この事業展開に当た

りまして、今年度の実施状況を踏まえて検討

していきたいと考えているところでございま

す。具体的に申し上げますと、やはり利用者

数の状況、利用者の満足度、さらには中高生

が求める店舗の立地、曜日・時間帯、席数、

外観や内観、設備等の分析を行いまして、ま

た協力店舗等のお声も踏まえまして、中高生

のニーズに合った自習スペースの設置を進め

られるように検討を深めていきたいと考えて

おります。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 
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○24番（平野達司君） 御答弁いろいろとあり

がとうございました。まず、１点目のデータ

を活用したまちづくりについてなんですけど

も、実際に職員の方が見れるデータと、私は

ホームページのほうからしか見れないですの

で、そこは違ってきてますけども、私もいろ

いろ調べさせていただいてます。ホームペー

ジでもダッシュボードがどんどん増えていっ

てますので、いいことではあるんですけど、

実際に私が目的とした内容を調べるに当たっ

て、どのダッシュボードを使った方がいいの

かっていうのがやっぱり分かりにくく、迷っ

てしまうところがありますので、できればそ

の目的を、例えばチャットボットのような形

でこういう目的を抽出したいというのを入れ

込むことによって、最適なダッシュボードが

これですよっていう形で案内できるような形

になれば、より活用が積極的にできるんじゃ

ないかなというふうに思いますので、ぜひ検

討いただきたいというふうに思います。 

  ちょっと本題に戻すんですけども、具体的

に住民基本台帳に基づく人口動態のデータを

見ますと、これ例えばちょっと兵庫区の例を

取りあげますけれども、６歳児未満の子育て

世帯が市外へ、そしてほかの区に転出するケ

ースが多く見られてます。子供が生まれたり、

大きくなったタイミングで、市外だったり、

ほかの区に転出しているものと推測されるん

ですけども、その背景として、かねてからち

ょっと指摘をさせていただいてますけども、

小児科が市内で最も少ないこと、それから病

児保育が市内で唯一設置されてない、そうい

う状況と、それからあと指定建築物建築届の

データを見ますと、ワンルームマンションの

供給が非常に多くて、手頃な価格のファミリ

ーマンションなどが少ないことも、子育て世

帯の転出の要因というふうに考えられます。 

  結果として、兵庫区の単身世帯の割合が5

7％ということで、ほかの区と比較しても高

い割合ということになってます。このような

客観的なデータに基づいて、それぞれ地域特

性の課題や、きめ細かく把握することが重要

だというふうに思っておりまして、地域に応

じた政策を展開していく必要があるんじゃな

いかなというふうに思いますが、いかがでご

ざいますでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 兵庫区に限らずほかの

区についても言えることですけど、区によっ

て相当状況が違っていると思います。兵庫区

の中でも平野辺りから北の北部地域、それか

らあのマンションの建設が目立つ神戸駅の西

側、あるいは兵庫駅の周辺の地域。それから

和田岬などの南部地域は状況が変わっており

まして、このダッシュボードで特に小学校区

ごとのデータをしっかりと分析して、そのエ

リアに対応した施策が検討できないか。ある

いは、その小学区単位ごとではなかなか難し

いかもしれませんけれども、もう少し広がり

のあるエリア―― しかし、区全体ではない、

もっと狭いエリアでの対応をすることができ

るような政策を検討できないかということは、

重要ではないかと思っております。これには

やはり、このダッシュボードで蓄積されたデ

ータを、職員がこれを駆使して高度な政策立

案につなげていく、このデータの利活用とい

うことが重要です。 

  もう１つは、データだけに頼るのではなく

て、職員が実際に地域を歩いて、実際に自分

の目で地域で何が起きているのかっていうこ

とを、しっかり見るということが必要です。

上から目線でのヒアリングということではな

くて、同じ目線で、そのまちを歩いて、そし

て区民の皆さん、市民の皆さんと意見交換を

して、しっかりと聞き取ると、こういう実際

の自らの体験とデータとを突き合わせながら、

よりきめ細かい、より細かなデータに、地域

に応じた施策を展開することができないか。 

  これは、今まではなかなか取り組むことが
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できなかったと思うんですけれども、これか

らはこれが可能になってきますので、しっか

りと今いただきました御指摘を踏まえながら、

データの利活用による、この政策の高度化に

取り組んでいきたいと存じます 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 

○24番（平野達司君） ありがとうございます。

本当におっしゃられるとおりで、私もデータ

だけ抽出して、こういう形の質疑をさせてい

ただいてるのではなくて、やっぱり実際に現

場で歩いて、現場で感じたことを、情報を持

ってデータで確認することによって、これは

確信につながったということで質問をさせて

いただいてます。実際に６歳児未満の転出に

ついても、これ実は幼稚園の園長先生の皆さ

んから実際にそういうお声をすごく聞いてお

りまして、それのためにも区役所のこども家

庭支援課のほうにも実際に聞きました。 

  転入してくるんだけど、平野さん、転出も

多いんですよということも、やっぱり実際に

いろんなディスカッションもさせていただい

ていて気になっておりましたので、それでデ

ータでも確認することによって、実際にその

データのとおりだなということを確信しまし

たので、お子さんの転出というのは、当然両

親も一緒に転出する形になりますので、人口

動態としてはすごく大きな影響があるという

ふうに思っております。 

  兵庫区にはこべっこランドもありますし、

それから湊川公園のふわふわドームもありま

すし、また野球ができるフェンスがあるグラ

ウンドってなかなかないですけども、菊水公

園とか、それから荒田公園など、子供さんが

遊べる場所というのはあるんですけども、先

ほど少しお話をしました出産できる産婦人科

がなかったり、それから小児科も市内で一番

少ない、それから先ほどお話をした病児保育

も未設置というところもあって、他の区と比

較しても、子育て環境の課題があるんではな

いかなというふうにちょっと思っております。 

  ただ、昨年度の共働き子育てしやすい街ラ

ンキングで１位に選ばれたものの、区別のそ

の人口動態のデータを踏まえると、やはり神

戸市に対する印象から実態が乖離しているエ

リアがあるようにも思うんですけども、実際

に１位に選ばれた要因と、その子育て世帯の

動態をどのように分析しているのか、また子

育て世帯に選ばれるためには、子育て環境を

バランスよく配置することも重要だというふ

うに考えるんですけども、いかがでございま

すでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 共働き子育てしやす

い街ランキングにおきまして、評価いただい

た要因といたしましては、やはり４年連続待

機児童ゼロや、学童保育で希望者全ての受入

れなど、保育インフラが充実していることに

加えまして、保育士の処遇改善や研修制度の

ほか、保育所等でのＩＣＴシステムの導入な

ど、保育の質を高める積極的な取組が高い評

価を受けたものと認識しているものでござい

ます。 

  また、そのほかには神戸ならではの支援と

いたしまして、高校生通学定期の補助、また

子育て世帯の孤立が課題となる中で、市内全

120の児童館への子育てチーフアドバイザー

の配置、こべっこウェルカム定期便による見

守りなどの評価が、要因として挙げられると

考えているところでございます。 

  共働き世帯の増加に伴う暮らしの変化に加

えまして、核家族化や地域のつながりの希薄

化などの社会課題にも速やかに対応するなど、

切れ目のない子育て支援策を充実させてきた、

こういったことで、総合力でランキングを評

価されたものと考えているところでございま

す。 

  先ほど来、子育て世帯の動態の分析を御紹

介いただきました。私どものほうも十分認識
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しているところでございます。０歳から６歳

の人口動態につきまして、神戸市全体では市

外転入と市外転出はおおむね均衡している状

況にある中で、区ごとでばらつきが出てきて

いる。例えば、中央区・兵庫区・長田区では、

市外・市内ともに転出超過であって、かつ市

内転出の割合が高い。また、０歳から６歳の

中では、０歳児の転出超過数が多いといった

傾向も分析しているところでございます。こ

れまで地域の実情に応じた保育需要への対応、

また雨でも子供たちが遊べる場所の整備、こ

どもっとひろばなど、子育て世帯が身近に相

談できる場所など、地域偏在のないような子

育て環境の整備に努めてきたところでござい

ます。 

  一方で、子育て世帯に必要な施設が身近な

地域で利用しやすいように、それぞれの地域

の実情や需要を考慮しながら、御紹介いただ

きました病児保育施設など、地域によって不

足している施設につきましては、設置に向け

た働きかけを続けるなど、やはりバランスの

取れた子育て環境づくりに課題意識を持ちな

がら、丁寧に進めていきたいと考えていると

ころでございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 

○24番（平野達司君） ぜひバランスよくお願

いいたします。 

  あともう１つ、私も地元を歩いていて気に

なっていますのが、ワンルームマンションが

本当に建築されてきつつありまして、その基

になります指定建築物建築届を基に、ワンル

ームマンションの整備状況を確認させてもら

いました。これを見ましたら、令和２年度か

ら令和６年度のこの５年間で、神戸市内のワ

ンルームの計画戸数は全体で１万1,913戸、

その中で約半数の5,235戸を兵庫区が占めて

いるという状況でございます。 

  あわせて居住期間別の人口統計を見ました

ら、大体25歳から29歳ぐらいの年代の方々が、

居住期間が５年未満の方の割合で半数以上を

占めている状況でございましたので、先ほど

指摘いたしました例えば兵庫区の子育て環境

の課題だけではなくて、ライフステージの変

化に応じて、ワンルームから住み替えるタイ

ミングで、物件の選択肢がそもそも少ないと

いったような住宅事情が、子育て世帯の転出

を招いてるんじゃないかなというふうにも、

ちょっと思います。 

  今年度も既にこの５年間で5,235戸ですけ

ども、この４月のタイミングでも308戸の建

築物建築届が既に出されてます。さらに私、

現場で見てましても、この統計の中に入って

ないところで160戸を超えるワンルームマン

ションが予定されているところもありまして、

既存の新築ワンルームがまだいっぱいになっ

ていないにもかかわらず、これがどんどん増

えてきてるということに、少し危機感を私も

感じております。そうなると子育て世帯の定

住を促進するためには、神戸市においても子

育て世帯向けの住宅ストックの形成であった

り、流通の促進に取り組むべきではないかな

というふうに思うんですけども、いかがでご

ざいますでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 御指摘いただきまし

たとおり、直近５か年のワンルームの計画戸

数につきましては、全市のうちの44％を、兵

庫区が占めるということで、兵庫区でワンル

ームマンションが多く供給され、また今後も

まだ建設計画が続いているという状況でござ

います。 

  一方で神戸市が運営いたしますファミリー

向けの賃貸住宅シティハイツキャナルタウン、

またＵＲの賃貸住宅キャナルタウンウエスト

など、新婚世帯や子育て世帯に適した公的賃

貸住宅も存在しているところでございます。

こういったのが兵庫区の特徴でございますが、

この兵庫区は交通利便性や生活利便性が非常
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に高くて、その強みを生かして住宅ストック

を活用して、ライフステージに応じたこのワ

ンルームからファミリー向けの賃貸住宅、ま

た持家の住み替えを促進していく、こういっ

た取組が重要であると考えているところでご

ざいます。 

  神戸市におきまして結婚や出産など、若年

夫婦、子育て世帯のライフステージに応じた

住み替えを応援する、こうべぐらし応援補助

金住みかえーるを実施いたしまして、親世帯

との近居・同居により、安心して子育てでき

る住環境の確保に取り組んできているところ

でございます。 

  また、中古住宅を不動産事業者等が買い取

り、リノベーションを行った上で販売する買

取再販事業が、年々市場を拡大している状況

でございます。このような時流を捉まえまし

て、事業者が断熱性能の向上など、魅力的な

リノベーションを行い、改修工事の過程や完

成後、市民等に公開するマンション空き家活

用促進事業ミセリノベを今年度から新たに実

施しているところでございます。 

  このような様々な政策を展開することによ

りまして、子育て世帯が安心して暮らすこと

ができるように、良好な住宅ストックの形成、

また流通促進に取組を進めていきたいと考え

ているところでございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 

○24番（平野達司君） ありがとうございます。

実際にそれぞれの整備状況ですとか施策につ

いて、私も理解をしておるんですけども、気

になるのはその制度がしっかりとやっぱり現

場に届いて、現場が活用いただけるかってい

うところがありまして、ちょっと今後がやっ

ぱり私も気になってます。 

  先ほど言った25歳から29歳代の方々の移動

状況を見てますと、比較的中央区のほうに移

動しているので、多分お仕事で行かれてる方

が、兵庫区のワンルームマンションに住まれ

てるんじゃないかなというふうに想定される

んですけども、ただ、今、中央区での就業人

口が爆発的に増えてるわけではなく、現状は

そこまで増えてる状態ではないということな

ので、もう本当に増えていれば、経済が回っ

ていって好循環になっているなというふうに

もちょっと感じるんですけども、そこがそう

いう状況ではないということは、本来は分散

してた方々が、兵庫区のワンルームができる

ことによって、そこに住まれてきてるんでは

ないかなというふうにちょっと思ってます。 

  ですので新築のワンルームが今増えてはい

るけども、それが全部埋まってないっていう

状況の中で、先ほどリノベーションのお話も

ありましたけど、中古物件のワンルームが今

後どうなっていくのかなというのは、すごく

気になってまして、そうすると外国の方がお

住まいになれる可能性も、今後想定されまし

て、その受入れ体制も当然必要になってきま

すし、かなりもっと古い物件については、先

ほどちょっと別の質疑もさせてもらいました、

貧困を対象としたビジネス事業者が入居を促

進してしまうんじゃないかなということも懸

念をしてます。そうなると、ファミリー世帯

への入居というのが、大きく影響してしまう

と思いますので、しっかりと先ほどの施策を

含めて、現場での状況をしっかり見ていただ

きたいというふうに思います、お願いいたし

ます。 

  その上で、地元でもその地域で活動する担

い手がやっぱり今減少しておりまして、これ

が本当に課題になってます。こうした中で地

域の課題を効果的に解決していくためには、

やっぱりそれぞれの地域で人口がどういうふ

うに動いてるのか、どういう年代の方々が多

くなってきてるのか、また子育て世帯の施設

の整備状況だったりとか、客観的なデータを

地域の現状の課題と整理をして、自治会だっ

たり、まちづくり協議会だったり、地元の団

体さんとその情報を共有しながら、共通の認
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識を持っていただくことが、私は大切ではな

いかなというふうに思います。地域ごとの実

情に合った的確なアドバイスや支援を行って

いくべきだというふうに思うんですけども、

いかがでございますでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 御指摘いただきまし

たように、客観的なデータに基づいた地域の

現状と課題を地域団体等と共有を図る、これ

は非常に大事な取組だと考えているところで

ございます。一方で、地域団体自体がこのデ

ータを使い慣れてないっていうことは多々あ

る事例でございますので、まずは行政がテー

マに応じてデータを整理いたしまして、地域

と共にデータを活用する取組を進めていると

ころでございます。 

  昨年度、長田区におきましては、区の将来

像を考えるワークショップながたミラコレを

開催いたしまして、具体的な意見をいただけ

るよう、人口の推移、また高齢化率など、地

域のデータを用いて現状や課題を共有しなが

ら、まちの将来につきましてアイデアを出し

合う機会を設けたところでございます。参加

者同士の意見交換におきましては、自身の体

験や感想に加えまして、やはり客観的なデー

タも共有されたことで、参加者の視点が広が

り、議論が活発になったと考えておるところ

でございます。 

  地域と客観的なデータや分析結果を共有す

ることにつきましては、地域の現状や課題に

ついて、行政と地域団体等が共通認識を深め

る意味で、非常に効果があると考えていると

ころでございます。データの共有に加えまし

て、地域住民の実情、また思いにも寄り添い

ながら、目指すべき方向性や将来像など、地

域の皆さんと共に考えてまいりたいと考えて

おります。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 

○24番（平野達司君） ありがとうございます。

まさにそれをやっていただきたいというふう

に思います。私も地元のまちづくり協議会の

会長さんと、少し兵庫区の事情についていろ

いろお話をしましたら、大変関心を持ってい

ただいて聞いていただきました。ぜひ行政か

らも、やっぱりそういった情報をしっかり共

有してくださいと、地元でもしっかり考えて

いくべきだというふうな御意見をいただきま

した。当然その自治会によっては、なかなか

活動しにくいところもあったりはするので差

がありますけども、でもやっぱりなるべくデ

ータを提供することによって、地元の意見も

吸い上げながら、うまく進めていただきたい

というふうに思いますので、地元の皆さんか

らそういうお話もありましたので、今回ちょ

っと質問をさせていただきました。 

  その上で、阪神・淡路大震災のときに、御

近所同士の方が助け合いで多くの命が救われ

ましたので、こういった災害の初期対応に加

えて、防犯・子育て、また高齢者の見守りな

ど、地域の課題はそれぞれ複雑ではあります

けども、共助ですね―― やっぱり地域で支え

合う仕組みっていうのが、やっぱりこれしっ

かりと維持していくのが大切だというふうに

思ってます。市内には高齢者の方が多い所が

あったりとか、外国の方が多い所、もしくは

独り暮らしの方が多い所、また若い世代が多

くて住民の入れ替わりが激しい地域とか、そ

れぞれ事情は様々ではありますけども、特に

住民の入れ替わりが多い地域は、どうしても

地域とのつながりがやっぱり薄くなってしま

いますので、いざというときにその共助の機

能が機能しないんではないかなというふうに

危惧してます。 

  だから、その共助の土台となる地域のつな

がりを、まずはしっかりと育てていく必要が

あるというふうに思ってまして、この共助、

助け合いができる関係を築いていくことが、

私は大切だというふうに思ってるんですが、
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こういった視点から、神戸市としてはどのよ

うに取り組んでいくのかっていうのを、お伺

いしたいというふうに思います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 御指摘いただきまし

たように、市民の方が地域で安全・安心に暮

らしていくためには、地域における共助は非

常に重要でございます。一方で、特に住民の

入れ替わりが多い地域を中心に、現状、つな

がりが希薄化しており、地域団体の構成員や

担い手も減少しつつ、地域活動の継続が困難

な地域も生じてきているところでございます。

このような状況を踏まえまして、2023年７月

に、地域活動推進委員会に対しまして、神戸

市域における持続可能な地域社会に向けた市

民・団体・行政の関係性の構築の在り方と協

働を促す仕組みにつきまして諮問を行いまし

て、このたび答申を受けたところでございま

す。 

  この答申の中では、住民間のつながりを育

むためには、やはり多様な出会いや交流の場、

機会が必要であると述べられているところで

ございます。また、この場につきましては、

個々の生活環境やニーズに合わせて選択でき

る場が複数存在し、公共施設だけでなく、民

間の施設や店舗など、様々な運営形態がある

ことが望ましいとされているところでござい

ます。これまでも祭りや餅つきなど、地域で

長年親しまれてきた行事もあるわけでござい

ますが、これは大変貴重な出会いや交流の場

となっておるものでございますが、あわせて、

近年担い手不足や継続が難しい事例が生じて

きているところでございます。多様な主体の

参画によりまして、活動が継続できるように

支援をしていく一方、また多様な出会いや交

流の場づくりの一環といたしまして、多くの

区では、地域活動に関わる人たちが集い、つ

ながる交流会を開催してきているところでご

ざいます。地域の現状や課題を共有するとと

もに、つながりを育み、新たなコミュニティ

が生まれる場となっているところでございま

す。地域でも、個々のニーズに合わせた多様

な交流の場づくりに取り組んでいただけるよ

うに、地域の皆さんと共に考えていきたいと

考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 

○24番（平野達司君） ありがとうございます。

少しちょっと私のほうで、具体的なちょっと

お話をさせていただくんですけども、今、各

区にそれぞれふれあいのまちづくり協議会が

ありますけども、その中で子育てサロンって

いうのが、実際に親子遊びだったり、リトミ

ックだったり、お母さん同士がお話しできる

場ということで地域福祉センターでされてま

すけども、これは地域の皆さんとのつながり

ができるいいきっかけだというふうに思って

るんですが、ただある地区では長年対応され

てた方が、どうしても続けるのが難しくなっ

てしまって、サロンの開催を中止した事例も

ありました。一回これ地域活動が終わってし

まうと、再開するというのは、本当に難しい

状況になってきてしまうというふうに思って

おりますので、できれば続けていただくって

いうことが、それを支えていくのが必要だと

いうふうに思うんですが。 

  例えばぼらくるだとか、そういった仕組み

を活用しながら、いろんな人に参加してもら

って働きかけ、活動の継続につながるような

サポートを行っていくべきだというふうには

思うんですけども、いかがでございますでし

ょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 御指摘いただきます

とおり、地域活動を長年支えていただいた

方々がどうしてもできなくなって、一度終了

してしまうと、さらに新たに立ち上げるとい

うのは、継続する以上に物すごくエネルギー
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が必要ということで、大変大きな課題だと認

識しているところでございます。 

  地域福祉センターの指定管理者であるふれ

あいのまちづくり協議会と意見交換する場に

おきましても、高齢化で担い手が不足して、

地域福祉センターの管理や、従来の活動を維

持することが難しくなってきたというお声に

つきましては、実際お聞きしているところで

ございまして、支援が必要だと考えていると

ころでございます。 

  御指摘のように、既存の地域団体の担い手

の確保が困難な場合に、多様な活動主体との

協働を促すことによりまして、活動が続けら

れるように支援していきたいと考えていると

ころでございます。 

  御紹介いただきましたボランティアマッチ

ングサイトぼらくる、また、地域貢献相談窓

口、地域貢献活動補助金、さらには地域団体

やＮＰＯ等、地域活動に興味のある人とのマ

ッチングイベントなど、この人材・資金・情

報といった多面的な支援策を展開してきたと

ころでございます。また活動の場の整備につ

きましても、令和８年度より地域福祉センタ

ーの利用可能時間の拡大や、名称を地域交流

センターへ改めるなど、多様な活動主体が利

用しやすい施設になるように準備を進めてき

ているところでございます。 

  このほか区役所とも連携いたしまして、多

様な活動主体のつながりの交流を促進するた

めに、各区に配置しております地域コーディ

ネーターが新たな支援にも取り組んでいると

ころでございます。具体的には各区において

も、地域特性を踏まえつつ、地域活動に関心

のある個人や区内の活動主体を集めた交流会

を開催し、具体的な活動につなげるような取

組を始めたところでございます。 

  持続可能な地域社会の実現に向けては、新

たな活動主体を支援・育成すると同時に、活

動主体間の連携促進や、既存地域団体とのマ

ッチングなど、バランスよく取組を進めてい

く必要があると考えておりまして、引き続き、

地域団体やＮＰＯ、学生、企業など多様な主

体が連携し合う神戸を目指し、地域貢献活動

の参画促進に向けた仕組みづくり、また、活

動支援に積極的に取り組んでいきたいと考え

ております。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 

○24番（平野達司君） ありがとうございます。

実際に私のところにも、活動したい人は直接

お声をいただいてるんです。なかなかいろん

な制度の問題で、そこにマッチングすること

が難しかったり、それぞれ課題がありますの

で、うまくその仕組みをつくっていただけれ

ばというふうに思います。 

  今回ちょっといろいろ質問させていただい

たんですが、現状でいくと、私はちょっと兵

庫区の人口構成で、子育て世帯の中間層が減

少していくんではないかということをちょっ

と危惧してまして、このような点が、例えば

来年度開始するＫＯＢＥ◆ＫＡＴＳＵであっ

たり、そういった部分の活動団体や指導者の

ちょっと手が挙がりにくいとかいうところに

も、つながってくる要因にもなるんではない

かなというふうに危惧してます。 

  ただ、その一方で、例えばなんですけども、

中学校の吹奏楽部の子供たちが、演奏場所を

実は探していて、地域の見守りの方に声をか

けていただいて、その方から実は私に相談が

あって、結果的にＫＯＢＥ国際音楽祭のまち

なかコンサートに応募する案内につながった

というところもあります。地域のつながりっ

ていうのは、その効果を発揮する場面は防災

とか防犯だけではなくて、広くやわくあって

も、地域に対する参加意識が生まれたり、口

コミのように情報が広がっていく、そういっ

た効果が生まれることなどにもつながる形に

なるというふうに思いますので、市民協働に

よるまちづくりを進めるに当たっては、全庁

的にやっぱりその意識を持っていただけない
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かなというふうに思っております。 

  それから、先ほどからワンルームのマンシ

ョンについていろいろ私も質疑させていただ

いて、これ課題だということでお話をした一

方、実は兵庫区のワンルームマンションの若

い方っていうのは、西日本から結構来られて

いる方が多いですので、これはすごくこれか

らいろんな活躍をしていただけるんじゃない

かなというふうに思ってます。中央区の就業

人口がまだ増えてる状態ではなかったです。

これがもっといろんな企業さん来られたり、

経済が回っていくと、そこのワンルームは神

戸市全体でいくと、価値のある部分にもなっ

てくるという視点もあるのかなというふうに

思ってますし、また兵庫の中部エリアの真ん

中の方にはワンルームが多いんですが、市長

からも先ほどお話ありました北部ですとか南

部のほうでは、空き家を活用してクリエータ

ーだったり、アーティストだったり、そうい

う方が集まってきてるという話も地元から聞

いております。ですので、そういった新しい

つながりができることによってイノベーショ

ンが生まれて、新しい活気であったりとか魅

力にもつながってくるんじゃないかなという

ふうに思っておりまして、神戸市としても、

やっぱり地域の実態把握をもっと深くしてい

ただいて、今後の政策展開に努めていただき

たいというふうに思ってます。 

  先ほどもお話ししましたとおり、地域を歩

いたり、地域でいろいろお話しいただいたり、

そういった部分の感じた感覚と、今神戸市が

進めているこのデータと突合することによっ

て、私も確信につながったので今回の質問を

させていただいたんですが、今回の質問はち

ょっと兵庫区を１つの事例としてお話をさせ

ていただいたんですけども、子育て世帯の転

出だったりとか、若い方の、社会人の取組、

施策だったりとか、いろいろまちづくりには

現場の実態に沿った分析が本当に必要だとい

うふうに思うんですけども、市長に少しお伺

いしたいんですが、この質疑を通してどのよ

うにちょっとお感じになられたか、お伺いし

てもよろしいでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） やはり、１つは兵庫区

の特性ということを改めて平野議員の御質

問・御指摘から理解することができました。

やはり、０歳から６歳の転出が兵庫区につい

て目立っているということ。これはやはりそ

のことに着目した視点を持った対応が必要で

あるというふうに思います。 

  あとは、ワンルームマンションをどういう

ふうに考えるかということです。ワンルーム

マンションにつきましては、かつて豊島区が

ワンルームマンション規制条例をつくったと

いうことは、非常にこれは話題を呼んだわけ

ですけれども、単身世帯が増える中で、この

ワンルームマンションに対するニーズという

のは間違いなくあります。このことが地域に

どういう影響を与えるのか、それに対応した

施策というものを、行政もそれぞれのこの地

域に応じて行っていくということ。これを今

日、平野議員の御質問で感じたことは、デー

タを徹底的に活用するということと、あとは

市役所の中のそれぞれの部局が連携をしなが

ら、区役所はもちろんそうですけれども、し

っかりとまちの中に入って、起きていること

を実際にしっかり自分の目で見る、そして市

民の皆様とも対応する、そういうアプローチ

で地域に応じた対応をしていく。このことは

兵庫区に限らず、ほかの区においても当ては

まることではないかということを、率直に感

じさせていただきました。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 

○24番（平野達司君） ありがとうございます。

引き続き、魅力ある神戸市に持っていきたい

というふうに思いますので、よろしくお願い

します。 
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  それでは、２つ目の貧困ビジネス対策の部

分の件でお伺いします。 

  御答弁ありがとうございました。実際に、

ちょっと私が本当に気になっているのは、ケ

ースワーカーさんとか民生委員の方が、日々

の業務の中で、現場でやっぱり不審に思うこ

と、もしくは恐怖心を抱くことというのが実

際にあるんです。そういった状況で最前線で

活動していただいているのに、やっぱり負担

をちょっと強いるのは酷ではないかなという

ふうに思ってます。やはりそういった不安だ

ったりとか、不信感の情報というのを、しっ

かりと情報集約できる。逆に、こういう情報

ないですかと、負担をかけてしまうのはよろ

しくはないと思うので、やはり何かあったら

情報集約して、部分部分の状況証拠でもいい

ですから、集めるような形が私は必要だとい

うふうに思ってますので、それをもって関係

機関との連携に取り組んでいただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、３点目のまちなか自習室の件で

ございます。いろいろと御答弁ありがとうご

ざいました。そこで来年度に向けては、今年

度の実績を基に検討していくというところな

んですけども、来年度に向けて、ちょっと私

も御提案させていただきたいと思うんですけ

ども、駅や学校からのアクセスの問題であっ

たり、自習に適した設備整備状況、中学生・

高校生の利用ニーズに対応する必要があるこ

とを踏まえますと、先ほど、協力店舗を想定

されているところがありますけど、カフェと

か喫茶店、コワーキングスペース、それだけ

だとハードルが高いところもあるんじゃない

かなと思ってます。実際に喫茶店とかでも、

たばこが吸える喫茶店が多かったり。そうす

ると、中学生・高校生がやはり勉強するとい

う所には適さないという形にもなってきます

し、ただそこは御商売上、どうしてもしょう

がないというところもあったりしますから、

まちなか自習室の設置場所として、例えばで

すけど、市場・商店街の空きスペースなどを

活用することによって、自習スペースの確保

だけではなくて、ふだんあまり市場・商店街

に足を運ばない中学生・高校生を新たな層と

して呼び込むことができるんじゃないかなと

いうふうに思ってます。 

  市場・商店街の活性化にも僅かながらでも

活性化につながるんじゃないかなと思うんで

すけれども、さらにぼらくるだったり、シニ

ア元気ポイントなどを活用して、管理のため

の人材を募ることで、実現可能な仕組みにな

るんではないかなというふうに思うんですけ

ども、いかがでございますでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） このまちなか自習室

の事業につきましては、民間施設を活用して

自習スペースを設置することによりまして、

中高生のニーズに対応しようとするものでご

ざいますけども、御指摘いただきましたよう

に、この中高生が気軽に集まれる場所をつく

ることによりまして、地域のにぎわいが生ま

れたり、また中高生と店舗・企業等の新たな

つながりができることも期待しているところ

でございます。 

  協力店舗等の開拓に当たりましては、現時

点ではスタッフが配置されており、自習でき

る設備が整っている店舗等にお声がけをして

いるところでございますが、御提案のように、

市場や商店街の空きスペースで、このボラン

ティア等を活用・配置する形で本事業を実施

したいというお申出があるようであれば、立

地や利用できる時間帯、スペースの雰囲気な

ど、中高生が利用しやすいかという視点を踏

まえながら、具体的な検討に入りたいと思っ

ております。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 

○24番（平野達司君） ありがとうございまし

た。今回、私が市場・商店街を―― 実は御提
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案で考えたのは、最初の質問に戻るんですけ

ど、やっぱり人口動態のお話です。ワンルー

ムを含めたお話をさせていただいて、単身世

帯が増えている、それから、共働きも増えて

いるということになれば、市場・商店街の平

日昼間の購買人口がやはり減ってきてしまう

というところを、私は危惧しています。その

市場・商店街の交流人口を増やすためにも、

市場・商店街は駅の近くでもありますし、あ

と塾が市場・商店街の近くにも結構点在して

いるというところがありますので、中学生・

高校生がまだ行きやすいポイントでもあるん

じゃないかなというふうに考えました。 

  ですので、実際に私、市場・商店街でも一

部お話をしたこともありまして、前向きな市

場・商店街も実際にございます。ですので、

今後の対象として、１つの検討にしていただ

ければなと思いますし、あと対象の場所で、

やはり人の配置というところが、どうしても

やっぱり課題になってしまいますので、先ほ

どお話しした、ぼらくるだとか、シニアポイ

ントだとか、それを一緒に御案内するだとか、

もしくはパッケージ化するだとか、そういっ

た形で取り組んでいただきたいというふうに

要望をいたします。よろしくお願いします。 

  それでは、最後の兵庫運河について再質問

させていただきます。 

  いろいろとありがとうございます。環境学

習授業を持続可能な取組としていくためには、

最初に質問をさせていただいたとおり、担い

手がどうしても必要でございまして、それ以

外には安定的かつ多様な資金源も必要になっ

てきます。それで、国において生物多様性を

保全する自然共生サイト、これが企業支援を

後押しする制度として証明書の発行手続を今

年の８月にも本格化される方針だというふう

に示されているということを聞いております

けども、企業にはブランド価値の向上であっ

たり、投資家へのアピールといったメリット

が期待されますので、今後、企業連携を進め

る上では有効な手段の１つだというふうに思

っています。 

  それから、一方でブルーカーボンを進めて

ますＪブルークレジットを、これも私、いろ

んな企業さんにもお声がけしたりしてますけ

ども、断ったところは一切ないんです。全部、

手を挙げていただいて。実際に兵庫運河でも、

ほかのＪブルークレジットの中でも一番最初

に売り切れるという状況でございますので、

やっぱり企業支援がこういった形で進む中、

自然共生サイトにおいても、この目的の意味

をしっかりと整理して、兵庫運河の自然再生

であったり、脱炭素社会の実現といった、企

業のＣＳＲ、またＥＳＧ経営に係る取組とし

て、企業に分かりやすくやっぱり伝えていく

ことが大切ではないかなというふうに思って

ます。 

  企業にとっての意義、またどう関わればい

いのかとか、そういった具体的な方法を示す

ことで、クレジットの購入だけではなくて、

人材的な協力を示す企業さんがあったりとか、

あとイベント支援をやりますよとか、そうい

うふうに言っていただく企業さんもあったり

もしますので、様々な形で企業の関わり方と

いうのを広げていくことができるんじゃない

かなと思ってます。 

  そのためにも行政としては、企業に向けた

分かりやすい情報発信を進めるとともに、地

域課題や活動を、企業とのマッチングをサポ

ートするなど、企業の社会貢献の思いと、そ

れから地域のニーズの役割をつなげていただ

く、そういう役割が必要ではないかなと思い

ますけども、いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） この兵庫運河では、

藻場の整備によりまして創出したブルーカー

ボンが、令和３年度に西日本で初めてＪブル

ークレジットに認証されて以来、取引によっ

て得た資金を活動に還元する取組が行われて
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いるところでございます。 

  先日、私、万博の日本館に行きましたけれ

ども、藻場のＣＯ２の吸収量は杉の14倍とい

うような展示もありまして、改めてそういっ

たことも企業に対してＰＲをしていかなけれ

ばならないというふうに思ったところでござ

います。 

  また、この生物多様性保全におきましても、

2030年までに各国の陸と海の30％以上を保全

する30ｂｙ30の国際目標が設定されたことを

契機に、企業が支援を行う潮流が生まれてお

りまして、国も企業が自然共生サイトへの支

援をしていることを公的に認定する支援証明

書を発行する制度を設けたところでございま

す。本市といたしましても、民間企業が地域

の生物多様性に貢献することの意義や、地域

のニーズ、支援の選択肢などを効果的に発信

し、参画を促していきたいと考えているとこ

ろでございます。 

  兵庫運河につきましても、ブルーカーボン

の取組だけではなく、自然共生サイトの認定

という生物多様性を守る取組が行われている

場であることを丁寧に情報提供いたしまして、

多くの企業の参画につながるよう、努力して

まいりたいと考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 

○24番（平野達司君） ありがとうございます。

万博のお話が出ましたので、実際に５月に兵

庫漁協さんと、それから浜山小学校で環境学

習を体験した生徒さんが―― 今は中学生にな

っているんですけども、その中学生と２人が

万博で発表する場が５月にありまして、私、

どうしても都合が合わなくて行けなかったん

ですけども、そういった分でも活躍をされて

おられますので、ちょっとお伝えしておきま

す。 

  今、活動する担い手、それから企業の支援、

その上では来年、完成する環境学習施設、こ

れは兵庫運河の魅力を発信するためには絶好

の機会だというふうに私は思ってるんですけ

ども、市民の関心を高めるためにも、この機

会を最大限やっぱり生かすためには、完成の

ときのセレモニー以外に、環境学習を体験で

きるイベントであったり、それからこの兵庫

運河の魅力や施設を整備した意義を広く周知

するためには、イベントの開催に当たっては、

例えば地域のにぎわい創出にもつながるので、

地元の商店の出店であったり、周辺企業によ

る夜間の動画放映、またプロジェクションマ

ッピングだったり、近隣の大型商業施設であ

りますイオン、そして地域密着で活動するヴ

ィッセル神戸などと連携を行うことによって、

地域内外から幅広い層に来ていただくことが

可能になるというふうに考えてます。 

  今回の施設整備をきっかけとして、兵庫津、

もしくはその周辺に点在する歴史遺産、また

土木遺産を巡るまち歩きの促進にもつながる

というふうに思っているんですが、地域全体

としての回遊性を高めていく視点でも、重要

であるというふうに考えるんですが、いかが

でございますでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） この環境学習施設を

兵庫運河の拠点施設として、多くの方に御利

用いただきますとともに、運河の魅力や施設

整備の意義などを広く周知することは、大変

重要であるというふうに考えてございまして、

御提案をいただきましたことにつきましては、

環境学習の取組を地域内外へ広く発信する有

効な取組だと考えているところでございます。 

  さらに、この実施に当たりましては、地域

の活動団体と共に、地元商業者や周辺企業な

どと連携を図りまして、にぎわいづくりに

様々な工夫を凝らすことで、多くの方に関心

を持っていただけると考えているところでご

ざいます。施設完成に合わせ、どのような内

容が実施できるのか、検討してまいりたいと

考えているところでございます。 
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  また、御指摘をいただきましたように、兵

庫運河周辺の回遊性向上を図る視点というの

も大変重要でありまして、御指摘の兵庫津周

辺の地域資源と連携したまち歩きイベントな

どでの活用などといったことも、想定してい

るところでございます。 

  加えて屋内スペースだけではなく、屋外に

も散策中に休憩でき、憩いの場となるような

オープンスペースを設けることを予定してい

るところでございます。このように、本施設

では環境学習以外にも、地域の方々が気軽に

利用できるよう工夫することで、日頃から住

民が集い、交流し、新たなにぎわいが生まれ

るように取り組んでまいりたいと考えてござ

います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 

○24番（平野達司君） 前向きな御答弁ありが

とうございます。本当にぜひ盛り上げていき

たいというふうに思います。 

  この環境学習施設の整備は、地域の皆さん

も環境に関心を持っていただくきっかけにも

なりますし、次の世代への環境教育の場とし

ても大切な取組であります。実は、この趣旨

に共感をいただいて、高い関心を寄せてくだ

さっている企業の方から、実は具体的な提案

もいただいてまして、それがこの環境学習施

設のネーミングライツでございます。神戸市

が持っている施設でネーミングライツの導入

は、本当に大規模な施設のみになってますけ

ども、たとえ小規模であっても、企業理念だ

ったり、公共の目的が合致する場合は、ネー

ミングライツを通じた新たな官民連携の可能

性があるというふうに考えてます。ネーミン

グライツの導入によって、施設の管理運営に

関わる財政的な支援も期待できますので、あ

とは企業の社会貢献の一環としても意義のあ

る取組だというふうに思ってます。 

  今後、ほかの小規模施設にも波及する好事

例というふうに考えますので、本施設におけ

るネーミングライツの導入を前向きに検討し

てはいかがかというふうに思いますけど、い

かがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 神戸市では市有施設

のさらなる魅力向上と市有財産の有効活用に

よる自主財源の確保を推進することを目的に、

民間企業との連携によるネーミングライツの

導入に取り組ませていただいているところで

ございます。現在、導入されております市内

５施設につきましては、来場者数が多い比較

的大規模な施設ですけれども、必ずしも施設

規模は要件ではなく、市有施設のうち、庁

舎・学校園などを除く不特定多数の市民が利

用する施設において、期間やネーミングライ

ツ料など、市が定める条件を満たせば導入は

可能であるというふうに考えているところで

ございます。 

  このたび整備する施設について、環境学習

の取組や施設整備の意義、役割に御賛同いた

だける企業に、教育研究環境の向上、地域貢

献などの観点で御支援いただけることは大変

ありがたいことだというふうに考えてござい

ます。 

  ネーミングライツにつきましては、公募等

の手続によりネーミングライツパートナーを

選定するということが必要でございますけれ

ども、官民連携や管理運営における財源確保

の観点も踏まえ、前向きに検討させていただ

きたいと考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 

○24番（平野達司君） ありがとうございます。

兵庫運河の魅力発信、また保全の取組の一環

として、今、小学３年生以上を対象年齢とし

て、生き物観察とか環境学習のプログラムを

実施されているんですけども、今回の質問を

通して、最初にそのためには担い手がどうし

ても必要である。そのためには資金も必要で
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ある。それで生物多様性の分を含めてＪブル

ークレジットと同じような仕組みで、企業か

らの支援ができないか。そして、その上で来

年の４月の環境学習施設の完成を待ちたい。

そして、その環境学習施設の完成を基に、多

くの方に、いろんな方に知っていただきたい、

そういうきっかけをつくりたい。それも含め

て支援がいただけるネーミングライツも仕組

みとしてあるということで、大きく前に進め

ていきたいというふうに思ってます。 

  来年の４月以降の部分なんですけども、今

までの質問させてもらったものが、支援体制

が整えば、もっと多くの方にこの魅力を発信

する必要性が私はあると思ってまして、特に

この兵庫運河は人工的に干潟を整備して、自

然が再生されつつある極めて珍しい事例だと

いうふうに思っておりまして、全国的に見て

も、ほかに類を見ない取組だと認識しており

ます。 

  こうしたユニークな特徴は、例えば北海道

の小樽運河が観光名所と知られているように、

神戸の兵庫運河というふうに言われるように、

知名度のアップ、また観光振興にもつながる

可能性があるというふうに私は考えています。

そういうふうに持っていきたいというふうに

も思っております。そのためにも、来年の４

月以降は、市内外問わず対象者を幅広く拡充

できるように周知、また広報の強化にも力を

入れていくべきだというふうに思うんですけ

れども、いかがでございますでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） この兵庫運河では、

漁協の皆さん方が中心となりまして、浜山小

学校の生徒に対して、アマモの植栽やアサリ

の保全、水産授業や生き物観察などの環境学

習を行っていただいておりますけれども、市

内の小学校や中学校、高校からも参加がある

というふうに伺っているところでございます。 

  また、兵庫運河周辺には大輪田泊や兵庫津

に関する歴史観光資源も多く存在していると

いう状況でございます。今後、環境学習を実

施していただいております活動団体の状況も

踏まえないといけないというふうには思って

おりますけれども、将来的には修学旅行等の

一部に組み込むといった可能性もあるのでは

ないかというふうに考えているところでござ

います。 

  いずれにいたしましても市内外の参加者が

増えるよう、地域の魅力や兵庫運河再生の経

緯、取組状況などについて、広報・周知の強

化に取り組んでまいりたいと考えてございま

す。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 平野君。 

○24番（平野達司君） すばらしい前向きな御

答弁、本当にありがとうございます。学習支

援を行う人材を確保して、企業からの支援、

それから環境学習施設の認知度向上、そして

神戸の兵庫運河という形につなげていきたい

というふうに思っておりますので、引き続き

一緒になって取り組んでいきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

  以上、私からの質問は終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

○議長（菅野吉記君） 御苦労さまでした。

（拍手） 

  次に、58番山口由美君。 

  （58番山口由美君登壇）（拍手） 

○58番（山口由美君） それでは、残りの時間

で５問質疑いたします。私の質問はとても狭

い範囲の内容で、大変恐縮なんですけれども、

それも市政に対する１つのメッセージと受け

取っていただけたらと思います。 

  １点目に、大学に通う障害のある学生に関

する実態調査についてお尋ねいたします。 

  １年ほど前、重度障害のある大学生から相

談を受けました。高校までは支援体制が整っ

ており、保護者の付添いなしで地域の学校に

通えていたものの、大学生になり大学に派遣
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してもらえるヘルパーが見つからず、保護者

の付添いが必要になったとのことでありまし

た。夢に見た大学生活のスタートは、想像し

ていたものとは大きく異なっていたようです。 

  日本学生支援機構の調査によれば、大学に

在籍する障害学生の数は年々増え続け、10年

で４倍以上になっています。障害学生に関す

る問題は、神戸に限ったことではありません

が、市内の大学との連携や職支援をはじめと

する学生支援に積極的に取り組む神戸市に、

障害学生に関する問題にも力を貸していただ

きたいのです。 

  私に御相談があった学生は、神戸に生まれ

育ち、神戸の公立学校を経て今に至ります。

教育委員会が構築してくださった医療的ケア

のための看護師派遣の制度があったから、地

域の学校に通い、学業に専念でき、大学進学

を目指そうと思えたのだと思います。現在、

神戸市としても実施している重度障害者が就

学するために必要な身体介護等を提供する国

の事業は、そのような当事者の救いになって

いるのは事実であります。ただ、活用しにく

い上に十分ではなく、ヘルパーの確保も不安

定な状況です。神戸市として実態を踏まえて、

国に要望していくためにも、まずは市内在住

の障害学生、市内大学の実態や当事者のニー

ズを把握していただきたいと考えますが、御

見解を伺います。 

  ２点目に、視覚障害者への子供から大人ま

で一貫した支援についてお尋ねいたします。 

  私は、10年以上、難聴児・者の支援に携わ

っており、特に難聴児につきましては、こど

も家庭局の継続的かつ積極的な取組には大変

感謝いたしております。その難聴児支援の傍

ら、視覚に障害のある子供たちへの支援にも

関わる機会がありましたが、まだ課題が整理

されていないといった印象を持っております。 

  御承知のように、神戸にはアイセンター病

院があり、視覚に関する最先端の研究、デジ

タルビジョンケアも行われ、スマホやＩＣＴ

を駆使して自立した生活を送る視覚障害者が

どんどん生まれています。また、市内には市

立・県立、それぞれの点字図書館、国の訓練

施設、支援機関を集約する民間施設、さらに

は政令市に珍しい市立盲学校もあります。そ

して、今はそれぞれの施設が、それぞれの役

割を果たそうと頑張っておられますが、いま

一度、時代の変化や当事者のニーズに適応で

きているのかを確認する必要があると感じま

す。 

  例えば、点字図書館、利用登録者数は市内

の視覚障害者の２割弱。読書バリアフリー法

の理念に鑑みれば、点字図書館のみならず、

各区の図書館の対応も検討する必要があるの

ではと考えます。 

  視覚障害者支援につきましては、これまで

も度々議会で取り上げられ、御苦労なさって

いることは承知しております。そのような短

期的な課題のみならず、中長期的な課題も含

め、福祉・教育・療育が一体となって、子供

から大人まで一貫した最適な支援を検討すべ

きと考えます。神戸は視覚障害者支援の資源

と人材に恵まれたまちであり、実現は十分に

可能と考えます。御見解を伺います。 

  ３点目に、アウトドアバリアフリーの推進

についてお尋ねいたします。 

  神戸には一見バリアフリーが難しいと思わ

れる野外活動を、障害の有無にかかわらず全

ての人に参加の機会を提供しようとする取組

が根づいています。代表的な取組の１つが、

須磨ユニバーサルビーチプロジェクトであり、

ビーチに専用マットを敷き、車椅子で砂浜ま

で移動できる上に、砂浜用の車椅子に乗り換

えれば、そのまま海の中に入ることもできま

す。そのようなアウトドアバリアフリーの取

組は、今まさに海と山の観光施策に力を入れ

ている神戸市の施策に融合できるものであり

ます。また、世界パラ陸上競技選手権大会で、

多くの障害者・外国人を受け入れた神戸は、

そのレガシーとしてユニバーサルツーリズム



 

－26－ 

の取組をブラッシュアップしていく役割もあ

ります。 

  そんな神戸市の今後の取組として、例えば

市内で活動しているアウトドアバリアフリー

を実践する団体、ユニバーサルツーリズムに

関わる既存の団体を含めた共同事業体、いわ

ゆるコンソーシアムを創設してはいかがでし

ょうか。昨年度の予算特別委員会総括質疑で

も、ユニバーサルツーリズムに関する我が会

派の質疑に対して、副市長から積極的に取り

組みたいという御答弁をいただきました。ぜ

ひ、神戸ならではのユニバーサルツーリズム

を展開していただきたいと考えますが、御見

解を伺います。 

  ４点目に、児童虐待の対応についてお尋ね

いたします。 

  一昨年に西区で発生した児童虐待の事件は、

日頃から子供政策に取り組む私にとっても大

変衝撃的なものでした。犠牲となった子のた

めにも、そして加害者ではありますが、困難

を伴いながらも子育てをしてこられたお母さ

んのためにも、私はこの事件から１つでも多

くの教訓を得て、市政に生かしていく使命が

あると感じています。 

  昨年度の代表質問でも触れました児童相談

所の定期的な第三者評価について、改めてお

聞きしたいと思います。今年１月に事件の検

証のために設置された第三者委員会の報告書

が提出され、そのような客観的評価がいかに

重要であるか実感しておられると思います。

今後はそのような評価を定期的に受けること

で、虐待対応の質の担保のみならず、現場職

員の安心感にもつなげていただきたいと考え

ます。御見解を伺います。 

  最後に、地域医療体制についてお尋ねいた

します。 

  ここ２年ほど、新生児の緊急搬送の課題に

取り組んでおりますが、その中で、医療機関

の厳しい状況を肌で感じるようになりました。

施設の老朽化、物価高や賃金上昇による経費

の増大に加え、医師の働き方改革による業務

時間の制限、厳しい経営に頭を抱えながら、

限られた時間の中でいかに市民の命を守り、

多様化する市民のニーズに応えていくべきな

のかと、現場は日々葛藤しているように感じ

ます。 

  昨年度、神戸市は市内産科医療機関に、新

生児の転院搬送に関するアンケート調査を実

施しました。本来であれば保健医療計画を策

定する兵庫県が、周産期医療の課題を把握し

て対策を打つべきところではありますが、神

戸圏域は神戸市単独であるため、圏域内の課

題を把握するために神戸市が動いたという事

例であります。まだ課題の解決には至ってい

ませんが、そのように神戸市が率先して地域

医療の現場の状況を把握することは重要であ

ると考えております。 

  国は、医療現場の状況を鑑み、診療報酬の

改定や財政支援等を検討している一方、昨年

末に新たな地域医療構想に関する取りまとめ

を公表されました。これまで都道府県の役割

としてきた医療提供体制の確保について、市

町村にも協力を求める形にかじを切っていま

す。神戸市におきましては、特に周産期・精

神科の医療体制に課題があると私は感じてお

ります。まずは患者の動向や医療機関の受入

れ状況などの現状をしっかり把握して、地域

医療体制の強化に取り組むべきと考えますが、

御見解を伺います。 

  以上です、よろしくお願いいたします。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 山口議員の御質問のう

ち、私からは、まず視覚障害者への一貫した

支援につきましてお答え申し上げます。 

  本市では、神戸アイセンター病院をはじめ、

多くの機関・団体が専門性を生かし、医療・

福祉・療育・教育の各分野で、視覚障害者支

援に取り組んでいただいています。神戸アイ

センター病院のビジョンパークでは、視覚障



 

－27－ 

害者に対する相談コーナーを設けておりまし

て、神戸市の視覚障害者相談窓口や神戸視力

障害センター、点字図書館、盲学校などの相

談員が輪番等でその専門性を生かした相談に

対応するなど、各支援機関・団体との連携・

協働による取組も行われております。また、

パソコン・スマートフォン・タブレットなど

によって、視覚障害者の方々が利用しやすい

アプリも提供されてきています。このため本

市では、従来から実施している歩行訓練など

の支援に加え、令和４年度からアプリの紹介

や操作方法などの個別支援を実施し、視覚障

害者の生活支援に取り組んでおります。 

  一方で、視覚障害者が抱える課題は就学や

就労、また高齢化や介護の問題など、年齢や

生活状況によって様々であり、支援のニーズ

も複雑化・多様化していると承知しておりま

す。一方、これらに対応する専門人材の確

保・育成については様々な課題があることは

事実です。また、状況に合わせた支援や、支

援に関する情報が必要とする方に届いている

かなど、改めて利用者・支援団体などからも

御意見を伺いながら、課題を把握していく必

要があると考えております。 

  御指摘いただきましたように、子供から大

人まで一貫した視覚障害者支援の実現に向け、

福祉・教育・療育が一体となって、また各分

野の支援機関・団体が連携・協働し、時代の

変化や当事者のニーズに合った支援の在り方

を検討していくことは、非常に大切だと認識

しております。 

  今後、視覚障害者の方々とのつながりのあ

る支援機関・団体とも意見交換する場を設け

られないか検討していきます。引き続き、本

市の関係部局や市内の民間団体、国・県の施

設と連携を図りながら、子供から大人まで、

それぞれのステージで適切な支援につなげ、

対応できるような支援体制を検討してまいり

たいと存じます。 

  次に、アウトドアバリアフリーにつきまし

てお答え申し上げます。 

  現在、様々な企業・団体によりまして、交

通インフラや宿泊施設などのバリアフリー化

対応など、ハード面での取組が進められてお

りますほか、本市におきましては、ＮＰＯ法

人ウィズアスと連携し、車椅子の無料貸出し

事業が市内12か所で行われております。この

ほか、ユニバーサル情報誌の発行、バリアフ

リー対応した宿泊先や観光施設を紹介する旅

行支援事業などを行うとともに、神戸公式観

光サイトＦｅｅｌ ＫＯＢＥ内のユニバーサ

ルツーリズムのページでも発信しております。 

  市内では、障害のある方々も気軽に安心し

て海を楽しむ須磨ユニバーサルビーチプロジ

ェクトや、手話や車椅子でハイキングを楽し

むＫＯＢＥ Ｒａｉｌ＆Ｔｒａｉｌなど、

様々な取組が実施されております。神戸市と

いたしましても、神戸ならではの観光資源を

生かしたユニバーサルツーリズムに取り組ん

でいくためには、今後はアウトドアバリアフ

リーの情報もＦｅｅｌ ＫＯＢＥ内に集約し、

広く発信していきたいと存じます。 

  また、御提案をいただいているユニバーサ

ルツーリズムに関するコンソーシアムの創設

につきましては、各団体の事業につきまして

横串を刺し、情報共有を行うことで、さらな

る連携による事業の広がりが期待できます。

今後、各事業者が集まり、意見交換する場を

設けるなど、各団体とも相談しながら、御指

摘を踏まえ、検討していきたいと存じます。 

  ほかの御質問につきましては、副市長から

お答えさせていただきます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 私のほうから３点御

答弁申し上げたいと思います。 

  まず、１点目は障害学生への支援について

でございます。 

  障害のある学生の状況及び大学等の支援状

況につきましては、独立行政法人日本学生支



 

－28－ 

援機構が、障害のある学生の就学支援に関す

る実態調査を毎年実施しているところでござ

います。令和５年度の同調査におきまして、

全国の障害のある学生数は、全体の学生数の

1.79％となっております。また、障害のある

学生が在籍している学校数は998校であり、

全学校に占める割合は85.4％となっておりま

す。在籍している障害のある学生数を障害種

別で見ると、多い順に精神障害、病弱・虚弱、

それから発達障害となっておりまして、身体

障害につきましては8.4％となっているとこ

ろでございます。今後も引き続きまして、神

戸市の状況について、日本学生支援機構より

御提供いただき、実態を把握することとして

いるものでございます。 

  一方で、大学における支援―― 大学から

の支援という観点から、文部科学省におきま

しては、平成24年に障害のある学生の就学支

援に関する検討会が設置され、これまで支援

の具体的な方策や対応方針が示されてきてい

るところでございます。令和６年４月には、

障害を理由とする差別の解消の推進に関する

法律、いわゆる障害者差別解消法が改正施行

され、合理的配慮の提供も全ての大学等にお

いて法的に義務づけられたところでございま

す。 

  また、障害のある学生への支援を推進する

に当たり、在籍する大学等に対する財政支援

として、運営費交付金や補助金等が支給され

ているものでございます。さらに、大学等に

おいても、一般社団法人日本私立大学連盟等

の会議などで、障害のある学生の受入れにつ

いて意見交換をしているとお聞きしておりま

す。このように、文部科学省や全国の大学等

において、障害のある学生への支援について

議論が重ねられていると認識しているところ

でございます。 

  一方で、神戸市としての取組でございます

が、特に支援が必要な重度障害をお持ちの方

の大学就学支援については、大学は支援体制

を構築するまでの間という国の考え方と基準

に基づきまして、令和３年度より、神戸市重

度訪問介護利用者等大学等修学支援事業を実

施しているところでございます。これまでに

４大学５名が御利用されており、今年度にお

きましては２大学３名の方が御利用されてお

ります。本事業の利用者が在籍している大学

とは個別に市職員等が連携を行い、当該学生

の状況や大学等の支援構築状況等を共有して

いるところでございます。本事業につきまし

て、全国的に実施している自治体につきまし

ては、政令市では20都市中13都市が実施、県

下では神戸市と伊丹市、姫路市の３市の実施

と、実施が限られているところでございまし

て、大学としては様々な自治体から学生を受

け入れているため、統一した制度への取組を

望む声もお聞きいたしているところでござい

ます。 

  障害のある学生への支援につきましては、

障害種別や程度も非常に多様であることから、

個々の学生の実態を把握しながら、教育分

野・福祉分野など、様々な分野の支援を組み

合わせて対応していくことが必要であると考

えております。大学等における障害のある学

生への支援につきましては、一義的には大学

等の高等教育を所管する国において検討いた

だく必要があると認識しているところでござ

いますが、神戸市といたしましても、障害の

ある学生が安心・安全に就学できるように、

大学における支援体制の構築に引き続き協力

してまいりたいと考えております。 

  それから、２点目でございますが、児童虐

待への対応、第三者評価の導入について御答

弁申し上げたいと思います。 

  この児童相談所の第三者評価につきまして

は、子供の権利擁護機関としての児童相談所

が機能しているかを確認するために行うもの

でありまして、児童福祉法において評価等に

より質の向上に努めるよう定められていると

ころでございます。また、国のガイドライン
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では、評価の実施から改善の取組とその効果

を確認できる状況になるまで一定の期間を要

することから、３年に１回のサイクルで定期

的な実施が望ましいとされているところでご

ざいます。 

  第三者評価を通しまして、子供の命を守る

ための虐待相談対応が行われているかどうか、

また、児童相談所として必要な体制が確保さ

れ、組織的な取組が行われているか、関係機

関との連携体制が構築できているかなど、機

能しているところや改善すべきところを確認

することで、児童相談所の質の確保・向上を

図ることを目的としているものでございます。

神戸市においては、外部の視点から評価をい

ただくことは、対応の質を担保する上でも有

用であると考えているところでございます。 

  一方で、今回の検証委員会においては、第

三者評価で求められている子供の権利擁護の

機能を軸に、外部の幅広い視点から対応を具

体的に検証していただき、記録の詳細な確認

と関係機関への綿密なヒアリングを重ねなが

ら、事実の把握と発生原因の分析を行ってい

ただいたところでございます。そのため、検

証報告書で指摘されました事項に対して、真

摯に取組を進めていくことが、痛ましい事案

の再発防止につながるものであり、児童相談

所の具体的な質の向上を図ることができると

考えております。 

  さらに取組については、定期的に議会の場

で報告していくことはもちろん、検証委員会

の提言を踏まえた対応につきまして、改めて

外部の視点から検証いただく必要があると考

えておりまして、準備が整い次第、第三者評

価を受けることを検討していきたいと考えて

いるところでございます。 

  ３点目、地域医療体制について御答弁申し

上げます。 

  地域の実情に応じた医療提供体制の確保に

関しては、医療機能の分化・連携の推進を通

じて、良質かつ適切な医療を効果的に提供す

ることを目的として、各都道府県単位で保健

医療計画が策定されているところでございま

す。この計画は、県下の住民・行政・医療機

関・関係機関が連携して取り組むべき基本的

指針であり、神戸市の医療提供体制の構築に

当たっても、当該計画に基づいて進めている

ところでございます。 

  この兵庫県保健医療計画には、県全体の５

疾病―― がん・心血管疾患・脳卒中・糖尿

病・精神疾患、それから６事業―― 救急医

療・災害医療・僻地医療・周産期医療・小児

医療・在宅医療についての課題や推進方策が

示されているところでございます。また、２

次医療圏ごとの計画も記載されており、神戸

圏域についても、５疾病と僻地医療を除く５

事業について、神戸市における患者の動向や

医療機関の受入れ状況等の現状を把握の上、

市内医療関係者等で構成される、神戸圏域地

域医療構想調整会議での意見を踏まえて計画

を策定し、最終的に県で取りまとめいただい

ているものでございます。 

  神戸市特有の課題等につきましては、議員

より御指摘のとおり、日頃より市内医療関係

者と密に接し、より実情に通じている神戸市

が主体的に対応するべきものと考えていると

ころでございます。これまでも特定診療科に

おける課題や、一部地域における課題等が生

じた場合には、関係する医療関係者へのヒア

リングや意見交換などを行い、現状把握に努

めた上で、課題解決に向けて取り組むととも

に、必要に応じて県に対する要請や協議もし

てきたところでございます。引き続きまして、

現状をしっかりと把握した上で、課題に応じ

て適切に対応を検討・実施し、市内地域医療

提供体制の確保・充実に努めていきたいと考

えているところでございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 山口君。 

○58番（山口由美君） ありがとうございまし

た。それでは、再質問させていただきたいと
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思います。 

  まず、１点目に質疑させていただきました

障害学生に関する実態調査でございます。副

市長から御答弁いただきましたが、すみませ

ん、ちょっと私がしっかり聞き取れてなかっ

たのかもしれませんが、実態調査という形は

取らないという御答弁でよろしかったでしょ

うか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 実態の分につきまし

ては、日本学生支援機構が総括的なデータ的

なものはお取りになっておられますので、そ

れを私どもとしては頂いた形で、実態把握に

努めたいと考えております。 

  一方で、大学等で御利用されている、神戸

市重度訪問介護利用者等大学等修学支援事業

を利用されている方々につきましては、個別

には神戸市の職員等が大学等と学生の状況、

また大学の状況等を共有して実態把握に努め

ているところでございます。さらに、今後、

この事業の展開を見据えて対応していくに当

たっては、引き続き状況の確認についてはど

のようなことができるかについても、検討を

進めていきたいと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 山口君。 

○58番（山口由美君） ありがとうございます。 

  では、次に市長にお尋ねしたいと思うんで

すけれども、市内の大学との連携、非常によ

く神戸市としては取り組まれていると思いま

すし、ＣＯ＋ＣＲＥＡＴＩＯＮ ＫＯＢＥ、

そういったプラットフォームもつくられて、

随分と大学との連携―― ネットワークという

のも構築されていると思います。 

  先ほど、副市長から御答弁ありましたとお

り、これまでの調査によりますと、大学の約

８割―― 85.4％ですか、がもう既に障害学生

を受け入れているという状況で、恐らくこれ

は神戸市内の大学にも同じ状況であると思い

ます。多くの大学が恐らく悩みを抱えておら

れると思います。そういったことを、せっか

くそういった大学連携の仕組みがあるわけで

すから、その仕組みを活用して、その制度を

今活用している学生さんだけではなくて、市

内の大学の学生さん、あるいは市外の大学に

通っておられるかもしれませんが、市内在住

の障害学生の実態調査というのを、ぜひ私と

して行っていただきたいと思っておりますが、

御見解をお伺いします。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 障害をお持ちの大学生

の皆さんが、どのようにして大学生活をしっ

かりと全うし、また勉学に励んでいただくよ

うにすることができるかという、責任の所在

がどこにあるのか。国にあるのか、広域自治

体にあるのか、基礎自治体にあるのかという

ことにつきましては、必ずしも現行制度にお

いてははっきりしていないのではないかとい

うふうに思います。 

  神戸市の関わりは、やはり高校生以下の児

童・生徒と大学生との間で同じように考える

べきなのかどうかにつきましては、まだ庁内

でも十分な検討は進んでおりません。ただ、

障害をお持ちの大学生の方々が、様々な問題

に直面しておられるということも事実ですし、

また大学においてもどう対応したらいいのか

ということについての悩みもおありだという

御指摘もいただきましたので、大学都市神戸

のプラットフォームでは、全ての大学が参加

しているわけではありませんが、様々な大学

関係者との意見交換も行っておりますので、

神戸市のほうから話題に供し、意見交換をす

ることができるのかどうかということにつき

まして、検討をさせていただければと思いま

す。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 山口君。 

○58番（山口由美君） ありがとうございます。
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市長おっしゃいました、責任がどこにあるの

かという問題につきましては、市長ははっき

りしていない―― 国・大学・地方自治体、ど

こにあるのかははっきりしていないというこ

とをおっしゃいました。私も国がしっかりそ

の辺りは責任を示すべきだと思っております

けれども、はっきりしていない以上、神戸市

として、地方自治体として、何か支援をする

というか、まずその支援のための調査をする

ということも、私はあってもいいのではない

かなというふうに思っております。今、現実

に困っている、苦しんでいる学生が市内にい

らっしゃいます。私は、直接お話をお聞きし

た学生のみならず、大学の関係者からもお話

をお聞きしますと、本当に苦しんでいる学生

がいる、それは少なくはないというふうに感

じております。 

  ぜひ、そういった大学連携の仕組みを活用

して、まず大学の意見を聞いていただく。そ

ういったことからでも始めていただきたいと

いうふうに思っております。こういったこと

こそ、やはり政治の力というのがすごく必要

だと思いますので、私も国のほうにしっかり

働きかけも行っていきたいというふうに思っ

ておりますので、ぜひ力を貸していただきた

いというふうに強くお願いをしておきます。 

  そして、次の質問に移らせていただきます。

視覚障害者支援につきまして、市長のほうか

ら御答弁をいただきました。関心を持ってい

ただいていること、大変ありがたく思ってお

ります。少し、先ほど私の冒頭の質疑の中で

も触れましたが、図書館について、少し市長

のお考えをお聞きしたいというふうに思いま

す。 

  点字図書館につきましては、先ほど申し上

げたとおりですが、やはり各区の図書館にお

いても、読書バリアフリー法の考え方に基づ

く対応というのが、これから必要になってく

るんだろうなというふうに思っております。

市長は図書館につきましては、非常に御関心

が高く、いろんな指示を出されているという

ことも聞いておりますのでお聞きしたいんで

すけれども、やはり目で読んで読書を楽しむ

という方だけではなくて、なかなかちょっと

目では見えづらい方、あるいは聴覚で読書を

楽しみたい方というのは、今増えていると思

っております。そういった方への各図書館で

の対応ということについて、市長のお考えを

ぜひお聞きしたいと思っております。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） すみません、ちょっと

この際、副議長と交代させていただきます。 

○副議長（川内清尚君） 議長を交代いたしま

した。 

  久元市長。 

○市長（久元喜造君） 視覚障害者の方々が、

様々な本などの出版物に触れることができる

ということは、非常に大事なことだと思いま

す。神戸市におきましては、点字図書館が存

在し、専門の職員、また多数のボランティア

が作業に参画していただいていることも承知

しております。 

  さらに、各図書館でどのようなことができ

るのかということですけれども、これはやは

り点字図書館と同じ機能を持たせるというこ

とは、これはすぐにはできないと思いますが、

いずれにしても何らかの対応をするためには、

施設設備の面での対応や、やはりこれに携わ

る人材の確保・育成ということも必要になろ

うかと思いますので、山口議員の御指摘も踏

まえながら、図書館関係者の意見も聞いてみ

たいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（川内清尚君） 山口君。 

○58番（山口由美君） ありがとうございます。

少しちょっと本題とはそれた質疑で、大変失

礼いたしました。ただ、こういった各区の図

書館のことを持ち出しましたのは、やはり視

覚障害者支援をしっかりと確立することで、

少し困っている市民、あるいはほかの方法で、
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先ほども申し上げましたように聴覚で読書を

楽しみたい市民に対しても、その支援が有効

に生かせるということもありますので、ぜひ

そういったことも視野に入れながら、考えて

いただきたいという視点で質疑をさせていた

だきました。 

  少し元に戻しますけれども、冒頭の御答弁

でいただきましたが、そういった視覚障害に

関わる団体さんなり関係機関と意見交換の場

が持てるかどうか検討するというような御答

弁をいただきました。ぜひ、これまで個別に

恐らく福祉局が聞き取っていただいたりだと

か、そういった取組はしていただいていると

思いますけれども、そういった協議の場とい

う―― 意見交換の場ですね、を設けていただ

くことは、非常に重要だというふうに思って

おりますので、ぜひともよろしくお願いした

いと思います。 

  そして、もう１つ関連して、今度は教育委

員会のほうに再質疑をしたいと思います。 

  教育委員会は、令和５年度から、神戸市就

学・教育支援委員会の下に視覚障害教育部会

というのを設置していただきまして、一定期

間議論を行っておられます。部会の議論も踏

まえて、教育委員会としても視覚障害者支援

の検討に主体的に取り組んでいただいて、そ

してよりよい視覚障害教育の在り方につなげ

ていただきたいというふうに考えますが、御

見解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○副議長（川内清尚君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） 本市における視覚障

害教育については、これまでも子供たちの自

立と社会参加を見据え、専門的な教育の充実

を図ってきたところでありますが、御指摘の

ように、令和５年度には神戸市就学・教育支

援委員会の中に、視覚障害教育部会を設置し、

さらなる充実に向けて議論をいただきました。

そのまとめとして、児童・生徒のニーズに応

じた学びの場を選択できる環境を整えること、

障害特性に応じた学校内の環境整備が必要で

あることなどを御意見としていただきました。 

  現在、市内には視覚の特別支援学校が設置

されております。市立の盲学校と県立の視覚

特別支援学校になります。ただし、地域の

小・中学校に弱視の特別支援学級はこれまで

設置されておりません。さきの議論を受けて、

令和６年11月に実施した実態調査では、地域

の小・中学校に在籍している児童・生徒の中

に、弱視の特別支援学級の対象となり得る児

童・生徒が一定数在籍していることが確認で

きました。このような状況を踏まえて、視覚

に障害のある児童・生徒が、個々の特性に応

じた適切な環境で学ぶことができるよう、地

域校に弱視の特別支援学級を設置していきた

いと考えております。 

  今年度は、視覚に障害のある児童・生徒が

在籍している学校に対して、市立盲学校内で

専門的な相談を行っている教職員が巡回フォ

ロー等を行うとともに、就学相談において、

障害の状況等の確認を行いながら、学級設置

に向けた準備を進めていっているところであ

ります。 

  また、市立盲学校においても、多様な学び

を推進していくため、隣接する湊小学校にお

いて交流学習を昨年度から新たに実施してお

ります。さらに今年度からは、兵庫中学校と

も交流学習を実施する予定であり、障害のあ

る子供、障害のない子供、双方にとってお互

いに尊重し合う大切さを学び、豊かな人間教

育を育む機会になっております。 

  今後も視覚に障害のある児童・生徒が、そ

れぞれの特性に応じて多様な場で学ぶことが

できるよう、教育環境の充実に取り組んでい

きたいと考えております。 

○副議長（川内清尚君） この際、議長と交代

いたします。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 山口君。 

○58番（山口由美君） ありがとうございまし



 

－33－ 

た。教育長から御答弁いただきまして、弱視

学級の設置ということを進めていただけると

いうことで、これまで盲学校だけだった部分

が、地域の学校でもそういった弱視学級が設

置されることになるということで、非常にあ

りがたく思っております。 

  また、様々御答弁ありましたけれども、こ

の教育の分野につきましては、やはり教員の

育成という部分が非常に重要だというふうに

考えております。特に神戸市は盲学校が１校

ですので、これから弱視学級ということを設

置していくに当たっても、やはり専門人材を

しっかりと育てて配置していくということが

重要になってくるかと思います。その部分も

併せてお願いしておきたいと思います。 

  また、これから福祉局のほうが、その視覚

障害者支援、一貫した支援ということに取り

組んで、教育委員会あるいはこども家庭局と

連携して、より一層進めていただけると思う

んですけれども、やはり教育の立場もしっか

りと関わっていただいて、これから進めてい

ただきたいということも、併せてお願いして

おきます。 

  それでは、次の質問に移ります。３つ目の

アウトドアバリアフリーに関しまして、市長

から御答弁をいただきました。 

  意見交換をする場を設けるということであ

ったり、ホームページで情報を公開するとい

うことを御答弁いただきました。そして、コ

ンソーシアムということにつきましては、あ

まりはっきりおっしゃいませんでしたけれど

も、特にそういったものを設けるというとこ

ろよりも、まずは情報に横串を刺していく、

そういった取組というふうに御答弁いただい

たかと思います。 

  ここで少し、そういった取組の追い風にな

るような情報を、ぜひお知らせしたいと思っ

て、今日は持ってまいりました。国連の世界

観光機構が、そういったユニバーサルツーリ

ズムに関しての取組を非常に重視していると

いうような傾向がございまして、誰もが参加

できる観光というのは、観光施策にはこれか

ら必要不可欠な要素だということ。特に自然

エリア―― こういった野外活動ですね、の活

動についても、こういった優良事例集なんか

を出されているほど、非常に注目をされてお

られます。力を入れておられます。 

  この事例集の中には、世界各国のそういっ

たアウトドアバリアフリーと言われるような

取組があるわけなんですけれども、神戸は全

然見劣りしてないと思うんです―― この内容

を見てもですね。むしろ神戸はもっと先進的

な取組をしてるんじゃないかと思うほど、こ

の資料を見ても感じるところであります。せ

っかくそういった取組、既に根づいている取

組があるわけですので、ぜひそういったコン

ソーシアムということにとらわれませんけれ

ども、全国に先駆けた取組をしていくことで、

神戸は観光施策に取り組んでいるんだけれど

も、そういうきめの細かい取組もできている

んだということをアピールして、さらに神戸

のイメージがよくなることにつなげられるん

ではないかなというふうに思っておりますの

で、これは情報提供させていただきます。 

  また、もう１点、これも国連のほうがおっ

しゃってることですけれども、この野外活動

におけるノウハウというのは、防災・減災の

取組につながるという点でございます。やは

りそういったバリアフリーではない環境での

活動ということ、もちろんその防災の場面で

も、災害の場面で同じだと思います。そうい

ったレジャーやレクリエーションを通して防

災の意識を上げていく、当事者の方にも、あ

るいは支援者の方、市民の方にも意識を持っ

ていただく、そういったことにこのアウトド

アのバリアフリーを推進することで高めてい

くことが、市民の防災意識の向上につなげて

高めていくことにつながるのではないかとい

うふうに考えています。 

  これは、今年震災30年の神戸の取組として
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は、非常に親和性があるといいますか、特徴

になるのではないかなというふうに思います

ので、ぜひ神戸市ならではのアウトドアバリ

アフリー、あるいはユニバーサルツーリズム

ということの取組につなげていただきたいと

思いますが、すみません、市長のほうからぜ

ひ御意見をいただきたいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 山口議員からは、この

ユニバーサルツーリズムについて、神戸市内

で様々な取組が行われていること、またこれ

における様々な優良事例集など、これまで私

自身が知らなかった面も含めて、あるいは新

たな視点につきまして御指摘をいただいたと

いうふうに感じております。 

  １つは、今後のインバウンド観光の視点と

いたしまして、一部のオーバーツーリズムの

地域に見られるような、特定のスポットに外

国人観光客が殺到して、もうそこでスマホで

撮影したものを発信することだけで終わるよ

うな、そういう観光の在り方ではない、そう

いうインバウンド観光の在り方というものが、

やはり神戸は求めるということも必要ではな

いのか。もう少しゆったりと神戸の自然や神

戸のまち、神戸のグルメを楽しんでいただく

ような在り方ということが、やはり神戸には

必要ではないかとかねがね考えていたところ

でありまして、このユニバーサルツーリズム

という観点は、神戸におけるインバウンド観

光についても、新しい視点をもたらすのでは

ないかと思います。 

  今日の御指摘で、神戸市内にはそういう問

題意識を持った団体・ＮＰＯ・企業、あるい

は神戸市の職員の中にも、そういう職員がい

るということを、私も断片的には承知をして

おりましたけれども、やはりそれだけの人材

がやはり神戸にはそろっているということを

意識した取組、いきなりコンソーシアムには

なかなかならないかもしれませんが、今まで

ばらばらに活動している人たちが、お互いの

情報を持ち寄って、お互いに協力をすれば、

もっと大きなことができるのではないかとい

うような、そういう動きにつなげることがで

きる取組として、どんなことができるのか。 

  もう１つは、国連に対して、国際機関に対

して、神戸の取組が進んでいるという御指摘

もいただきましたので、より効果的、適切に

発信できる方法ということにつきましても、

検討をさせていただきたいというふうに思い

ます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 山口君。 

○58番（山口由美君） ありがとうございます。

インバウンド対策にとってもというようなお

話もありましたし、あるいは市民のみならず

ですけれども、やはり御高齢になられて、な

かなか旅に出かけるということが難しくなら

れた方々にとっても、非常に新たな楽しみが

できるといいますか、そういったことにもつ

ながると思います。ということですし、確か

にコンソーシアムということにすぐにはなら

ないかもしれませんけれども、そういった横

串を刺す取組につきまして進めていただくこ

とで、今、活動されている団体さんの課題の

軽減ということにもつながるのではないかな

というふうに思いますので、ぜひこれからユ

ニバーサルツーリズム、ワンランク上げて取

り組んでいただきたいということをお願いし

ておきたいと思います。 

  次の質問に移ります。４点目の児童虐待の

対応につきましてですが、この件につきまし

ては、副市長のほうから前向きな御答弁をい

ただきました。定期的な第三者評価というも

のを今後検討していくということでございま

す。この点につきましては、本当に以前から

申し上げているところですけれども、お願い

したいと思いますし、議会提案条例でできま

した、こども虐待防止条例、こちらのほうに

もその定期的な第三者評価というものを位置
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づけていく必要があるというふうに思ってお

りますので、これから議会のほうでも、そう

いう作業も進めていけたらいいかなというふ

うに思っております。 

  そして、再質問といたしましては、児童虐

待に関することで、虐待の予防的な対策や世

代間連鎖を断ち切る取組についてお尋ねした

いと思います。 

  本事案に関する検証報告書では、初動やそ

の時々のアセスメントについての課題だけで

はなくて、虐待を受けた人が大人になって、

自分の子供に対して虐待をしてしまう、虐待

の世代間連鎖に対して、日本において予防的

な取組が依然として進んでいない点について

も言及されております。本事案を踏まえて、

今後は虐待に至らない予防的な対策や世代間

連鎖を断ち切る取組、ぜひ進めていただきた

いと考えますが、御見解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 過去に虐待を受けた

経験のある人自身が、将来、虐待を行うこと

がないように、虐待の連鎖防止に取り組むこ

とは非常に重要なことだと考えているところ

でございます。今回の検証委員会におきまし

ても、児童の親世代の人物の生育歴について

詳細に調査されており、報告書において、親

世代が受けた虐待に対する支援が十分でなか

ったことが指摘されているところでございま

す。 

  世代間連鎖を防止するためにできることの

１つとして、虐待で傷ついた子供のケアをし

っかりと行い、子供の心を回復させることが、

将来の虐待の連鎖を予防することにつながる

と考えているところでございます。現在、虐

待で傷ついた子供たちに対しては、児童相談

所の心理職が子供の状況に応じて必要な期間、

心理的なケアを行っているところでございま

す。傷つきが重い子供につきましては、医療

機関等を受診し、継続的な通院やカウンセリ

ングが必要となりますが、保護者が同意しな

ければ強制的に医療機関の受診につなげるこ

とが難しいため、検証報告書にもありますと

おり、子供のケアを優先して支援できるよう

な仕組みづくりを、国に対して要望している

ところでございます。 

  また、子供のケアだけでなく、児童相談所

におきましては、虐待を行った保護者につい

ても必要なケアを行っておりまして、具体的

には保護者との面接において、自身の生育歴

なども含めて、必要なヒアリングを行い、行

動の振り返りや子供に対する感情の整理をし

てもらいながら、子供の養育方法等について

助言を行っているところでございます。さら

に、外部の専門家による保護者支援として、

大学教授や臨床心理士等による保護者カウン

セリング事業も実施しているところでござい

ます。 

  虐待で傷ついた子供や保護者が十分な支援

を継続して受けられることが、虐待の連鎖防

止につながると考えておりまして、現状の取

組を継続するとともに、引き続き虐待の予防、

世代間連鎖を断ち切るための取組について、

中長期的な視点の取組も含めて検討を進めて

まいりたいと考えております。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 山口君。 

○58番（山口由美君） ありがとうございます。

この虐待防止の取組につきましては、やはり

国へ要望していかないといけないということ

は非常に多いと思いますし、既に要望されて

おられるとも思います。一方で、神戸市とし

て、こういった重大な案件をやはり教訓にし

て取り組んでいただけることというのもある

ように思います。既に冒頭、御答弁ありまし

たように、非常にこども家庭局を中心として、

様々な改善、取組をしていただいていると思

います。ただ、やはりそこにとどまらず、こ

れからそういった予防的な取組をぜひ、私が

お聞きした時点では、まだ検討中ということ
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でしたけれども、具体的に進めていただきた

いというふうに思っております。 

  また、この事件につきましては、これから

裁判が始まってくると思います。そしてまた

新たな事実も恐らく出てくるのではないかな

というふうにも思っておりますので、私もそ

ういった情報をしっかり把握しながら、神戸

市として何ができるのかということを考えて

いきたいと思いますし、神戸市におかれまし

ても、同じような視点で取り組んでいただき

たいということをお願いしておきたいと思い

ます。 

  そして、最後の地域医療体制につきまして

御答弁をいただきましたが、まず市の課題を、

既に把握されている部分もあれば、これから

主体的に対応して把握していくという部分も

あったかと思います。ぜひそういったことは

取り組んでいただきたいというふうに思って

おります。 

  先日、ちょっとタイムリーではあったんで

すけれども、ＮＨＫの特集で、こういった地

域医療の特集がなされていまして、そこでの

キーワードが、私、すごく印象に残ってるん

ですけれども、公民含めた役割分担と集約化

ということが１つのキーワードとして取り上

げられていました。この地域医療の課題につ

きましては、もちろん新生児の周産期の課題、

あるいは精神科の課題に、私も直面するよう

になって、市民病院群が担っておられること

っていうのは、私も洗い出させていただきま

した。例えば、精神科でいきますと中央市民

病院がどんな役割を担っているのか、西市

民・西神戸がどういう役割を担っているのか

というのは把握はしてるんですけれども、公

立病院だけでは、やはり対応できない。どう

しても民間の病院に頼らざるを得ない部分も

あるかと思います。現実、今もそうなってい

ると思います。 

  そういった意味で、しっかりその役割分担

というところは、やはりこれ行政が主導しな

いと、なかなか民間の病院でということには

ならないと思いますので、まずそのためにも

現状を、特に私としては、精神科の医療につ

いて、やはり大きな事件があった神戸市であ

りますので、その教訓をぜひ生かしていただ

いて、市内の精神科医療の現状をまず把握を

していただき、その役割分担をどのようにし

ていくのかというところを、公民でしっかり

と議論していただきたいというふうに思いま

すので、そこは要望させていただきます。 

  以前に委員会等でも質問させていただきま

したけれども、地域医療連携推進法人を設立

という、そういった手段は国のメニューでは

ありますけれども、用意されていますので、

場合によってはこういう法人を設立してとい

うことも視野に入れていただきたいというふ

うに思っております。 

  では、この地域医療に関して、少し関連し

ますが再質問させていただきます。精神科、

特に児童精神科についてであります。 

  子供の外来患者さんが増えて―― どの医療

機関でも増えているようでして、対応できる

専門人材というのも不足しているというふう

に聞いております。本当にお聞きすると深刻

な状況だなというふうに感じます。学校現場

では心に問題を抱えている、課題を抱えてい

る子供への医療介入が必要かどうかという判

断はなかなかちょっと難しいのかなというふ

うに思っておりまして、そういった場合です

と、保護者が子供の不調に対して非常に悩み、

苦しみまして、そして医療機関を探し求めて、

そして見つからずに苦労するという、そんな

状況も私もお聞きをしています。そういった

実態も把握した上で、市内において児童精神

科の十分な体制をぜひ整えていただきたいと

考えますが、御見解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 御指摘いただきまし

たとおり、近年、児童思春期における精神疾
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患の増加が大きな課題となっておりまして、

国の患者調査によりますと、20歳未満の精神

疾患総患者数につきましては、平成29年の27

万6,000人から、令和２年には59万9,000人へ

と、僅か３年で２倍以上に増加しているとデ

ータが出ているところでございます。 

  学校現場におきましては、スクールカウン

セラーやスクールソーシャルワーカーが対応

する相談件数も増えておりまして、児童・生

徒の心身の状態や保護者の意向、医療機関の

受診状況などを踏まえて、必要に応じて保護

者に対して医療機関の受診を助言していると

ころでございます。また、医療機関の受診に

関しましては、市内の精神科病院にヒアリン

グを行ったところ、児童思春期の初診受診ま

でに要する期間につきましては、医療機関や

時期によって差があるものの、おおむね１か

月半程度であることが分かったところでござ

います。 

  専門性が高い児童思春期治療の人材不足に

対応するため、一般社団法人子どものこころ

専門医機構は、研修など一定の条件を満たし

た医師を、子どものこころ専門医として認定

しておりまして、県内で47人、神戸市内で20

人認定されているところでございます。 

  子どものこころ専門医のうち、約半数以上

が精神科病院の勤務医であることから、令和

６年度に神戸市内の14か所の精神科病院に、

児童思春期診察の受入れを依頼したところで

ございます。依頼前に、児童精神科外来を標

榜している病院につきましては３病院でござ

いましたが、現在は１病院増え４病院となっ

ているところでございます。このほか、神戸

市の協力依頼後、児童思春期に関する研修を

受講する病院が出てくるなど、新たな受入れ

につながる動きもあるため、引き続き協力依

頼を行っていきたいと考えております。 

  また、神戸市では令和５年度から、市内14

の精神科病院が参加する連絡会を実施してお

りまして、児童思春期を取り扱っている病院

からの報告や、神戸市における児童思春期の

課題を話し合うなど、実際の取組につなげて

いきたいと考えているところでございます。 

  精神科病院は、児童思春期の分野において

も貴重な社会資源と考えておりまして、それ

ぞれの病院が持つ機能を生かせるように、児

童精神科の体制整備を進めていきたいと考え

ております。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 山口君。 

○58番（山口由美君） ありがとうございます。

もう時間も少なくなってきましたので、まと

めたいと思うんですけれども、この子供の心

の問題というのは、もちろん医療体制もあり

ますし、教育の現場の課題でもあると思いま

す。こういった課題につきまして、もちろん

行政の中ではそれぞれ役割があるわけですけ

れども、子供の心が健やかに育ちますように、

そういった目標を皆さんで持ちながら、ぜひ

様々な対策に取り組んでいただきたいという

ふうに思っております。 

  最後に、先ほど平野議員の御質問の中にも

ありましたけれども、共働きでも子育てしや

すいまちを神戸は目指して、今、ナンバー１

ということになっているわけですけれども、

もちろんそういった保育であったり、あるい

は経済的な支援であったり、そういった部分

は非常にありがたいですし、共働きの御家庭

にとって非常にありがたいものであると思い

ます。 

  ただ、戻りますけれども、子供に何かトラ

ブルがあったり、体調不良もそうですけれど

も、心の不調などがありますと、やはりたち

まち苦しみます、保護者は。非常に苦しみま

す。なので、神戸市がそういった子育てしや

すいまちということを掲げておられますけれ

ども、やっぱり問題を抱えると、すごく孤独

感に陥ります。私はそうじゃないという感覚

に陥ってしまいます。ですので、できればそ

ういった、先ほどのお話にもありましたけれ
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ども、相談窓口を増やすとか、そういった体

制も必要なのかもしれませんけれども、でき

るだけアウトリーチの支援といいますか、そ

ういった困っている人、苦しんでいる人に手

をしっかりと差し伸べられる、そして支援が

できる、そういうことを目指していただきた

いというふうに思います。それでこそ、子育

てしやすいまちに―― 真の子育てしやすいま

ちになると思います。 

  ということをお伝えしまして、質疑を終わ

らせていただきます。どうもありがとうござ

いました。 

○議長（菅野吉記君） 御苦労さまでした。

（拍手） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  午後１時20分に再開いたします。 

   （午後０時22分休憩） 

   （午後１時20分再開） 

○議長（菅野吉記君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

  最初に諸般の報告を申し上げます。 

  報道機関による傍聴席での撮影及び録音の

許可についてでありますが、新たにサンテレ

ビさんより、本日の本会議の模様を撮影及び

録音したい旨の申出があり、許可いたしまし

たので御報告申し上げておきます。 

  これより議事に入ります。 

  午前に引き続き一般質問を続行いたします。 

  20番黒田武志君。 

  （20番黒田武志君登壇）（拍手） 

○20番（黒田武志君） 日本維新の会、黒田武

志でございます。私と岩谷議員、高橋議員と

共に会派の一般質問を行います。よろしくお

願いいたします。 

  まず１点目、周辺都市との連携強化による

関西・神戸都市圏の発展であります。 

  神戸市が実施した20歳から39歳を対象とし

た2023年度の転入・転出者アンケート結果に

よると、転入・転出の主なきっかけは、自身

もしくは配偶者の転勤、就職、また転職とい

った仕事に関する回答が転入・転出ともに４

割弱となっており、交通や住宅、周辺環境な

ど、ほかの回答よりも突出して多くなってお

ります。その結果は、住む場所を考えるに当

たっては、まず何よりも、そこに仕事がある

ということが都市の選ばれる要因として極め

て重要であることを示しております。すなわ

ち、神戸市が将来にわたって選ばれるまちで

あり続けるためには、産業施策の充実が非常

に重要な要素になると考えます。 

  一方、人・物・金の東京一極集中が続いて

おり、長年叫ばれてきた地方創生は、その是

正の兆しも見えてはおりません。この一強状

態の東京に対し、果たして神戸市単体で勝負

ができるかは疑問に思うところであります。 

  そのような状況の中、神戸市・大阪市・京

都市の３市は、いずれも地域経済循環率が10

0％を超えており、それぞれが自立した経済

圏を形成しているという、東京圏の都市には

見られない特徴があります。今後の産業施策

を進めていく上では、地理的にも近い大阪

市・京都市と共に、関西圏としての広域連携

を一層強化していくことが極めて重要であり、

特に経済・産業分野においては、東京に次ぐ

大都市である大阪市との連携強化を図ること

が、神戸市の持続的な発展にもつながると考

えます。 

  ついては神戸市における今後の産業戦略の

方向性と、大阪市をはじめとする近隣自治体

との経済・産業分野における基本的な連携方

針について、市長の見解を伺います。 

  ２点目、大阪・関西万博における神戸の魅

力発信についてであります。 

  ４月に開幕した大阪・関西万博では、国内

外から約2,000万人以上もの人が来訪するこ

とによる非常に大きな経済波及効果が見込ま

れております。先日、香川県・徳島県・和歌

山県が共同で出展した自治体催事には、４日

間で約３万1,000人もの来場があったと聞い

ており、出展することによる宣伝効果・経済
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波及効果は非常に大きいと考えます。本市に

おいても、８月１日から３日の間、自治体催

事を実施することとしておりまして、神戸が

有する多彩な魅力を国内外の来場者に直接体

験していただける絶好の機会であります。と

りわけ将来の誘客につなげていくためには、

神戸市の文化や産業をテーマにした演出や企

画が重要であります。単なる物産展にとどめ

ることなく、観光・地元産業・芸術文化など、

神戸が誇る多様な魅力を深く伝える必要があ

ります。ついては、本市における催事の内容

について、どのような構成や企画を予定して

いるのか伺います。 

  ３点目、伊川谷駅周辺の渋滞・安全対策に

ついてであります。 

  地下鉄伊川谷駅前の再整備については、私

自身、食品スーパーの誘致に関する地元住民

との署名活動やパーク・アンド・ライド用地

の活用に関する地元協議、さらにはそれらに

関連する施策の推進に向け、議会活動を通じ

て熱心に取り組んでまいりました。昨年、事

業者が決定したところでありますが、この念

願の食品スーパーだけではなく、ファストフ

ード店の出店も決定しており、地域の方々か

ら高い期待が寄せられております。これによ

り自動車の交通量が増えることが予想されま

すが、現状でも西神中央線や県道16号線とい

った周辺道路には、特に朝夕の渋滞が見られ、

本線にまで車がはみ出しており、追突事故な

どを誘発しかねない危険な状況であります。 

  そこで、西神中央線から県道16号線へと下

りてくるこの側道の拡幅や県警と連携した信

号の時間間隔の調整など、周辺道路に渋滞・

安全対策を施す必要があると考えますが、見

解を伺います。 

  ４点目、西神中央駅周辺における地域資源

の活用策についてであります。 

  西神中央駅前で進められてきたリノベーシ

ョンについては、駅前に新たなにぎわいをも

たらしており、高く評価をしております。今

後、それらの効果を西神中央のまち全体の活

性化につなげていくためには、もう少し目線

を広げ、駅周辺の地域資源の活用策まで見込

む必要があると考えます。 

  現在、西神車庫のこれからの跡地利用策が

検討されていくことは承知しておりますが、

例えば、西神中央駅から徒歩で５分から10分

圏内の高塚公園周辺については、十分利用さ

れているとは言い難いスペースや土地が多く

散見され、好立地と豊かな自然など、ポテン

シャルを十分に生かし切れてないように感じ

ております。多くの投資を行った駅前リノベ

ーションの効果をさらに高めるためにも、西

神車庫跡地に加え、高塚公園を含めた駅から

徒歩圏内の周辺エリアにまで拡大した土地の

利活用に係る検討を、関連する複数部局で横

断的に進め、まち全体の一層の活性化につな

げるべきと考えますが、見解を伺います。 

  また、その際には必要な財源確保のための

西神ニュータウン周辺を含めた売却可能土地

の選定や緑地の転活用、民間投資の導入可能

性など、選択と集中による財源負担の軽減の

観点も取り入れた検討を進めてほしいと考え

ますが、併せて見解を伺います。 

  以上４点、簡明な御答弁をよろしくお願い

いたします。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 黒田議員の御質問のう

ち、まず京都・大阪・神戸の三大都市との連

携と、このことによる産業活性化の基本方針

につきましてお答えを申し上げます。 

  関西におきましては、東京圏の大都市とは

少し異なっておりまして、京都市・大阪市・

神戸市がいずれも自立した経済圏を維持でき

ているというふうに考えております。京都

市・大阪市・神戸市の圏域は、それぞれまち

の成り立ち、また歴史、地理的・社会的条件

がかなり異なっておりまして、それぞれの個

性を発揮して、お互いに競い合い、切磋琢磨
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するとともに、連携を強化してウィン・ウィ

ンの関係をつくっていくということが重要で

す。このことはそれぞれの経済圏をより強く

するとともに、関西全体の発展、そして東京

一極集中への対抗軸にもつながる可能性があ

ると考えております。 

  そのための方策といたしましては、一例を

挙げれば、スタートアップ分野におきまして、

大阪・京都・ひょうご神戸コンソーシアムと

して、内閣府によるグローバル拠点都市の認

定を受けておりまして、３都市で連携し、世

界に伍するスタートアップの創出・育成拠点

の形成に取り組んでおります。 

  また、大阪・関西万博もこの３都市圏の連

携に資することになると考えられます。既に

2025年日本国際博覧会協会は神戸市からも職

員も派遣をしておりますが、これに続いて大

阪府・市が共同設置をしております儀典部門

に神戸市からも、英語ができる大変優秀な職

員を派遣しております。今後、神戸医療産業

都市の分野における産学官連携を通じた人材

育成、人材交流という可能性も模索をし、神

戸医療産業都市の特に大阪との連携によるレ

ベルアップという可能性も、これから模索を

していきたいというふうに存じます。 

  全国的な人口減少が進む中、神戸経済が持

続的に成長を続けていくためには、民間投資

を呼び込むことで経済規模を拡大し、広く国

内外と経済面での連携を深めることが重要で

す。その際、地理的に近い京都・大阪圏との

連携は重要でありまして、圏域の中枢都市と

しての役割を果たしながら、国家的な連携を

さらに強化をしていきたいと存じます。 

  私からは、西神中央駅周辺における地域資

源の活用策につきまして、お答えを申し上げ

ます。 

  西神中央駅周辺は、これまでも西神中央を

含む周辺地域における業務・商業・文化など

の都市機能を集積した拠点としてまちづくり

を進めてきました。令和元年度から駅周辺の

リノベーションに取り組み、その姿はかなり

現れてきております。先日、駅前での区のま

つり、それから残念ながら雨で、市内２番目

の花時計のオープニング式典は開催できませ

んでしたけれども、西神中央の駅前、以前に

比べまして相当人出が多くなり、にぎわいが

増してきているということを感じました。 

  この西神中央の駅前のリノベーションは、

単に駅前だけではなくて、できるだけ広域的

な効果を及ぼすように、より幅広い視点に立

った整備を進めていくことが重要です。その

際に重要となるエリアが、御指摘をいただき

ました西神車庫です。西神車庫は、北神急行

線の市営化に伴う車庫機能の統合によりまし

て、既に令和７年３月に機能廃止をしており

ます。西神車庫跡の活用に当たりましては、

駅周辺で進めるリノベーションとの連携、相

乗効果の発揮や、大きなまとまりを持つ貴重

な土地であるという特性を生かし、駅前の拠

点性をさらに高めていく機能とともに、新た

な住宅の供給や、今後のオールドタウン化対

策に寄与する場としての活用を検討しており

ます。 

  土地活用の具体化に当たりましては、既存

の周辺道路や隣接する高塚公園、さらには駅

前を含めた周辺との連続性や魅力向上を考慮

して検討を進めることが重要です。高塚公園

につきましては、池を含めて、私も時々お邪

魔をしておりますけれども、現状はやはり相

当変えていかないといけない。今のままでは

あまりにも土地が有効利用されていないとい

うことは、常々感じているところでありまし

て、これらのエリアを含む一体的な土地利用

の可能性を検討していきたいと思っておりま

す。 

  その際、民間事業者のノウハウや経験、そ

して民間投資の導入を目指すこととしており

まして、現在、様々な観点から土地利活用の

可能性を探るため、民間ディベロッパーや不

動産事業者、金融機関などに対してヒアリン
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グ調査を継続して実施をしております。今後

とも西神中央エリア全体のまちづくりに波及

するような土地活用を目指し、引き続き取り

組んでまいりたいと存じます。 

  ほかの御質問につきましては副市長からお

答えさせていただきます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 私のほうから、伊川

谷駅周辺の渋滞、安全対策について御答弁を

申し上げます。 

  この伊川谷駅前には新しく食品スーパーや

ファストフード店が開業することによりまし

て、開業前と比べ、伊川谷駅周辺の自動車交

通量が増えることが予想されるところでござ

います。 

  この御指摘をいただきました西神中央線の

側道が県道16号に接続する伊川谷駅前交差点

でございますけれども、西神中央線の高架下

に位置する上下線が分離された大きな交差点

でありますとともに、右折車の交錯防止など

の交通安全の観点からも、信号のパターンが

大変複雑になっている交差点でございます。

交通管理者である兵庫県警からは、それぞれ

の方向に対して交通需要に応じた最適な秒数

設定となっているとお聞きをしておりますけ

れども、時間帯によっては側道において、御

指摘のように混雑が発生をしているという状

況でございます。 

  その対策として、御提案をいただきました

側道の道路幅員を拡幅することにつきまして

は、交差点に近接して高架橋の橋脚があるこ

とや、沿道の土地利用状況など、物理的な制

約は大きいものと認識をしているところでご

ざいます。このため、まずは事業者と十分に

協議を行いまして、必要な対策を講じるよう

に求めていきたいというふうに考えてござい

ます。 

  加えて現在の交通状況や動態を改めて調査

をさせていただきまして、把握した上で、側

道の拡幅や信号現示の見直しの可能性など、

兵庫県警とも連携しながら、周辺道路の対策

について検討してまいりたいと考えてござい

ます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 私のほうから、大

阪・関西万博における自治体催事につきまし

て御答弁申し上げたいと思います。 

  大阪・関西万博につきましては、連日10万

人を超える国内外の方が来場されておりまし

て、神戸の魅力を発信する貴重な機会である

と認識しているところでございます。神戸市

においても、８月１日の金曜日から３日の日

曜日までの３日間、会場内のギャラリーＥＡ

ＳＴ及びポップアップステージ南において開

催する自治体催事に向けて準備を進めている

ところでございます。 

  神戸は開港以来、多様な文化が流入し、ま

た国際貿易都市として多くの地場産業が発展

してきたところでございます。さらには現在、

震災から復興し、神戸空港の国際化や都心・

ウオーターフロントの再開発など、新たな魅

力も生まれてきているところでございます。

そうした中、神戸市の催事では、様々な神戸

の魅力につきまして、ＫＯＢＥ ＣＯＬＯＲ

というコンセプトの下、開港から現在までの

歩みや町並み・自然・グルメなど、神戸の魅

力を伝える映像演出、それから来場者と共に

神戸を創造し表現するアート作品の制作、さ

らに神戸が誇る食やものづくりなどの文化の

体験、神戸ゆかりのアーティスト等によるス

テージパフォーマンス、この４つのコンテン

ツを通じて、多くの来場者に発信していきた

いと考えているところでございます。 

  一方、万博会場には海外パビリオンをはじ

め来場者を魅了する展示物が多数あることか

ら、神戸市のコンテンツについても、単なる

展示だけでなく、来場者が体感、参加でき、

実際に神戸への訪問意欲をかき立てるような
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創意工夫が必要であると考えております。 

  具体的に申し上げますと、神戸らしいおも

てなし空間の中で日本酒などの試飲・試食と

ともに神戸文化の背景を学び、続きは神戸で

という訪問意欲をかき立てるような取組を予

定しているところでございます。また、子供

たちに神戸を身近に感じてもらい、神戸への

愛着心を持ってもらうために、未来に向けて

変わる神戸を表現したウオールアートを、子

供たちと共に会場内で制作し、催事後には完

成した作品を市内で展示する参加型コンテン

ツも実施予定でございます。 

  いずれにいたしましても多くの来場者に満

足いただき、神戸に行ってみたいという訪問

意欲を高める催事とするため、他の自治体催

事やパビリオンの取組も参考にしながら、引

き続き準備を進めてまいりたいと考えており

ます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 黒田君。 

○20番（黒田武志君） ありがとうございます。

再質問に移ります。 

  まず１点目、周辺都市との連携強化にある

本市の発展についてであります。市長から何

点か今、大阪市との連携について御答弁いた

だきました。大阪市との連携に当たっては、

我々、維新会派のネットワークといいますか、

そういうのも有用であると考えておりますの

で、私もできる限り今後も協力させていただ

きたいと思っております。 

  その中で、世界の都市間競争が激化する中、

日本の成長を実現するためには、やはり東京

一極集中を是正する、その上で東西それぞれ

の大きな経済規模を持つこの二極の体制を構

築するという意味で、関西の復権というのは

非常に重要な観点だと思っております。そう

いった意味で、大阪市はもはや競争相手では

なくて、むしろ協働相手として位置づけてい

ただきまして、神戸市の発展につながるよう

な取組を引き続き進化させていただきますよ

うによろしくお願いいたします。 

  そこで再質問なんですけども、関西圏での

連携強化は必要である一方で、神戸市が大阪

市の衛星都市のような存在になってはいけま

せん。それは私自身も強く思っているところ

であります。そのため圏内においては、政令

市である本市が周辺自治体の中心となって、

先導的な役割を果たし、圏域としての一体性

と自立性を維持していく必要があります。 

  実際、神戸市の人口動態を見ると、転入者

の多くは三木市・小野市・三田市など、兵庫

県下の地域から来ておりまして、これらのこ

の周辺地域の人口減少が進行すれば、それは

神戸市自身の衰退にも直結するおそれがあり

ます。したがって、神戸市は自市のみの発展

を追求するのではなく、大都市としての総合

力を生かし、近隣市町と連携強化をしながら、

互いにメリットのある具体的な取組をより一

層推進していく必要があります。その中で神

戸市がリーダーシップを発揮し、神戸都市圏

の持続的な発展を図っていくべきと考えます

が、見解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 神戸市の昼夜間人口比

率は１を超えておりまして、周辺地域と共に

経済圏域を形成しているというふうに考えら

れます。この神戸及び神戸周辺の圏域を成

長・発展させていくため、市域を超え、幅広

い分野において連携を図っていくということ

が大変重要です。これまで個別に各自治体と

の広域連携を進めてきました。芦屋との可燃

ごみの広域処理、三田市との消防指令事務の

共同運用、病院の再編・統合、明石市への神

戸マラソンコースの延伸など、近隣市町と互

いにメリットのある事業連携を進めてきまし

た。さらに、この４月には、隣接する市町と

共に、兵庫県に対し有害鳥獣捕獲従事者確保

に向けた要望を行うなど、広域課題の解決に

向け、神戸市が主体となった連携の取組を積



 

－43－ 

極的に進めております。 

  一方、このような都市間の連携のためには、

国の制度の拡充も重要です。近隣市町との連

携による圏域全体の発展に資する取組に対し

て国の支援が受けられる連携中枢都市圏制度

につきましては、現在、三大都市圏が支援対

象外となっております。この点につきまして、

支援対象とすることにつきまして、指定都市

市長会として国へ要請を行うこととし、先般、

総務省に対しても要請活動を行いました。 

  周辺市町との連携に当たっては、相手との

相性というのも重要です。相手が神戸市を含

むほかの自治体をバッシングし続けることに

よって、自らの立ち位置を高めようとするよ

うな、そういう自治体との連携はできません。

幸い、現在はそういう自治体も見当たらない

ことから、今後、近隣自治体との連携は順調

に進むと思われますし、御指摘を踏まえ、し

っかりと進めていきたいと存じます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 黒田君。 

○20番（黒田武志君） 私、西区ですので、明

石と隣接してて、やっぱり生活をする上で、

今おっしゃったような取組もあるんですけど

も、やはり医療・介護・教育・交通とかコミ

ュニティーバスもそうですけども、やはりも

う少し連携していけば、持続可能なサービス

になるかなと思うところもたくさんあります。

今日は本問も含めて、総論的なことをお聞き

しましたけれども、今おっしゃったような各

論に関しても今後委員会を通じて深掘りして

いきますので、また引き続きよろしくお願い

いたします。 

  続きまして、再質問なんですが、西神中央

駅周辺におけるこの地域資源の活用策のとこ

ろで、この西神中央公園の未利用地の活用に

ついてお伺いします。 

  西神中央駅周辺では、ひときわポテンシャ

ルを感じるのが西神戸医療センター南側にあ

る西神中央公園であります。駅や商業施設、

住宅街からほど近く、夏はカブトムシが取れ、

シラサギやカワセミなどの野鳥も多く飛来し、

バードウオッチング愛好家の間では隠れた名

所とされているとも聞いております。ターミ

ナル駅からこれほど近く、豊かな自然の恵み

を感じられる公園は、阪神間でも希有な存在

と言え、沿線屈指のポテンシャルを有する公

園だと考えますが、この公園内にも未利用地

が散見され、もったいないなと感じておりま

す。 

  例えば、公園北側の池の跡地に園内の山を

借景としたカフェレストラン、気軽に体験就

農ができる菜園やミニ水田、西区の農産物を

購入できるマルシェ機能、近隣にも配慮しな

がら野外音楽演奏ができるウッドデッキステ

ージなど、本年４月にリニューアルオープン

したこうべアグリパークへの誘導・連携機能

を有する食・農・自然にスポットを当てた多

世代向けの交流体験施設を官民連携で整備で

きないか、検討を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 今御指摘をいただき

ました西神中央公園でございますけれども、

芝生広場や大型遊具、遊歩道に加えまして、

野鳥観察を楽しめるなど、自然を豊かに感じ

られる公園であると思ってございます。また、

駅や商業施設からも近いというポテンシャル

を生かしていくことが必要と考えているとこ

ろでございます。 

  御指摘のような公園内にカフェレストラン

や農産物を販売するマルシェなどのにぎわい

施設の整備は、１つの方策だというふうに考

えてございます。また、市民の新たな公園利

用を図るため、菜園などを整備することも有

効だと考えているところでございます。 

  ただ、誘致や整備に当たりましては、地域

住民の理解や周辺の住環境への配慮が必要と

なりますし、公園の特性や利用状況、あるい

は民間事業者の意向も踏まえながら、検討を
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進めていく必要があると考えているところで

ございます。 

  御指摘のように西区では食と農、自然は身

近なものでありまして、この魅力を生かすこ

とは大変大切な視点だと考えているところで

ございます。まずは民間事業者のアイデア、

提案をサウンディングしながら、地域ニーズ

なども踏まえ、実現可能性を検討してまいり

たいと考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 黒田君。 

○20番（黒田武志君） 前向きな御答弁ありが

とうございます。今日、ただ答弁でちょっと

少なかったのが、私が提案した財源論ですね。

西区周辺、西神中央周辺でこの売却可能土地

であるとか、緑地の転活用、僕はやっぱりこ

れ、提案するに当たっては財源論ってすごい

大事やと思ってますので、荒唐無稽な提案だ

と言われないように、そこはしっかりと神戸

市で今言った提案は検討できるかと思います

ので、そういった財源も含めて、民間事業者

とも連携しながら、ぜひ前向きな御検討をい

ただければと思います。 

  西神戸医療センターを抜けて橋を渡った所

に建造物があるんですけれども、ここは公園

とエリアの結接点といいますか、あそこも広

大な敷地があるんですけれども、本当に何も

なく、あそこも催事をするとか、何か活用方

法が、恒常的なにぎわいを創出するような活

用方法もあるかと思いますので、そういった

観点も含めて、ぜひ検討いただければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、大阪・関西万博における神戸

の魅力発信の再質問をさせていただきます。 

  万博においては人気のあるパビリオンとい

うのは今、やっぱり来場者が没入感を感じら

れるパビリオンが多いと聞いております。私

も実際行きましたが、そう感じました。神戸

の催事は限られた予算で３日間ということで

制約はあるかと思うんですが、その中でもぜ

ひ、多くの国内外の来場者の方々に、神戸が

誇る多様な魅力をしっかりと伝えていただき

たいと思っております。 

  その中で、集客方策についてお伺いしたい

んですが、本市の自治体催事のこの宣伝効果

を高めるためには、来場者の呼び込みが重要

であります。しかし、夏場の開催で暑さが懸

念されるほか、催事会場がギャラリーＥＡＳ

Ｔ、ポップアップステージ南と、万博会場の

かなり東端のほうにあることから、インフル

エンサーの起用であるとか、ＳＮＳのより効

果的な活用も含め、戦略的かつ実効性のある

広報が求められると考えますが、本市として

自治体催事への誘客にどのように取り組んで

いくのか見解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） この開催いたします

催事におきまして、神戸の魅力を最大限発信

し、その後の神戸への誘客につなげていくた

めにも、まずは神戸市の催事を認知いただき、

催事会場に来ていただくということが重要で

あると認識しているところでございます。こ

の催事の事前広報につきましては、広報紙や

サイネージなど、各種媒体に加えまして、市

内の学校を通じて保護者に情報発信を行うな

ど、市民への周知を図っていくこととしてお

ります。また、万博の公式イベントカレンダ

ーに催事開催予定を掲載するとともに、商工

会議所や神戸市催事の出演アーティストにも

情報発信に協力いただくなど、市内以外の幅

広い層にも本市催事を認知いただけるように

取り組んでいきたいと思っているところでご

ざいます。 

  一方で、万博来場者の多くは自治体催事で

はなく、海外や民間企業のパビリオンを訪問

することが主な目的であると考えているとこ

ろでございます。そのため広範囲な事前広報

だけでなく、神戸市の催事開催期間中の来場

者に対して、ダイレクトにアプローチするこ
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とが、催事への効果的・効率的な誘客につな

がると考えておりまして、具体的に２点の取

組を進めていきたいと考えております。 

  まず、１点目でございますが、万博来場者

の多くが御利用される大阪メトロ中央線の全

編成・全車両における車内サイネージにおき

まして、神戸市の催事期間を含む７月28日か

ら８月３日の１週間、本市催事について発信

するほか、神戸から夢洲へ向かう無料体験ク

ルーズの参加者への周知など、万博会場へ来

場する機会を捉えた広報に取り組むこととし

ております。 

  また、２点目でございますが、既に万博会

場に入場されている方に対して、関西パビリ

オン兵庫県ゾーンにおいて、本市の催事を案

内するとともに、本市催事に来場いただいた

方に先着で、神戸らしいデザインのショッピ

ングバッグを配布し、それを会場内、肩にか

けていただいて回遊いただくことで、効果的

な発信や誘客につなげていきたいと考えてい

るところでございます。 

  いずれにいたしましてもより多くの来場者

に神戸の魅力を発信できるように、幅広い広

報を積極的に行いまして、催事会場への誘客

に努めてまいりたいと思っております。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 黒田君。 

○20番（黒田武志君） 今、具体的な御説明を

いただきました。このメトロへのサイネージ

とかクルーズ、また来場者の方に催事に来て

いただけるような具体的な取組、これ非常に

僕はいいかなと思いますので、ぜひよろしく

お願いします。 

  インフルエンサーに関してなんですけど、

インフルエンサーでも様々な方おられますの

で、ぜひより影響力が大きく、神戸にゆかり

のあるような世界的な有名人の方にも、ぜひ

積極的にお声かけいただきまして、神戸の催

事に１人でも多くの方が足を運んでいただけ

るように、取組をよろしくお願いいたします。 

  万博に関してなんですけども、要望といい

ますか、１点言っておきたいのが、万博にお

いては観光の収益にとどまらず、閉会後も含

めた中長期的な視点が重要であります。その

点、私は昨年度、関西広域連合において海外

からの参加企業とのビジネス機会の創出、こ

れについて具体的な戦略に基づいて質疑しま

して、大阪の吉村知事から具体的なお話をい

ただきました。また、神戸市会においても、

この２月議会、企画調整局において、万博開

催期間中には海外からの使節団・企業団とい

うのが多く来られるということで、特にビジ

ネス交流という点において、短期的視点では

なく、中長期的な視点も含めてアプローチす

ることが重要であると質疑いたしました。 

  これ、わざわざ神戸から世界に向けて行く

ことなく、この期間中に海外から大阪・関西

に来ていただけるということは本当に絶好の

機会でありますから、これは神戸市としても、

この万博期間中に訪れる使節団や企業に対し

て、より積極的な―― されているとは思うん

ですが、より積極的なアプローチをしていた

だきまして、神戸市、そして市内企業、そし

て大学等が将来的に発展するように、窓口と

して取り組んでいただきたいと、そこは１つ

要望しておきます。 

  最後、伊川谷駅周辺のこの渋滞、安全対策

なんですけども、これは物理的な制約がある

ということは重々承知をしております。ただ、

あそこ今、１車線なんですが、車によっては

もうぎりぎりで２車線使っていく方もおられ

ると聞いております。あそこはやっぱり西神

南方面から結構スピード上げてきて、トンネ

ル抜けてすぐ下り坂になるので、結構、スピ

ード上げて、私の知り合いの家族の方も追突

されたということもお聞きしましたし、ハロ

ーズとマクドナルドが来るわけですから、あ

そこの渋滞、僕本当に心配してます。本線に

まで延びた車との追突をですね。やっぱりこ

こは非常に心配しているところですので、ぜ
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ひ具体的な検討を。隣の側道のほうは歩道が

まだ広いので、そこはちょっと活用できると

思いますので、またそれは現地を見ていただ

いたらと思います。 

  ここで再質問なんですけども、 伊川谷駅

までの環状道路と県道16号、この交差点付近

については、やっぱり新たな車が流入するこ

とが予想されるんですけども、これ伊川谷駅

環状線側にしか出入口がなくて、出入りが多

い時間帯には伊川谷駅環状線及び周辺道路が

混雑することが予想されます。例えば、食品

スーパー西側の県道16号線側にも出入口を設

けるなど、周辺の渋滞緩和対策について、必

要に応じて事業者と協議をいただきたいと考

えますが、いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 今後、神戸市といた

しましては、大規模小売店舗立地法等に基づ

きまして、事業者に対して周辺環境への影響

を考慮した必要な対策を求めていくことにな

るわけでございます。今後、商業施設の出入

口の計画など、事業者からの届出内容を確認

した上で、御指摘の点も含めまして、周辺の

交通対策について協議を行ってまいりたいと

考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 黒田君。 

○20番（黒田武志君） ありがとうございます。

私も伊川谷駅前の自治会であるとか、周辺の

住民の方と度々意見交換をしておりますが、

今回の再整備については、非常に評価をされ

ておりまして、大変喜んでおられます。一方

で、今日、私が質疑したような渋滞対策、周

辺道路への流入ということも一方で懸念され

ておりまして、これ分譲マンションも駅前に

できますが、子供たちの通学の安全にも関わ

ることですので、ぜひ再整備と併せて、渋滞

緩和、安全対策についても万全を期して取り

組んでいただきますようによろしくお願い申

し上げます。 

  以上です、ありがとうございました。 

○議長（菅野吉記君） 御苦労さまでした。

（拍手） 

  次に、３番岩谷しげなり君。 

  （３番岩谷しげなり君登壇）（拍手） 

○３番（岩谷しげなり君） 日本維新の会の岩

谷しげなりでございます。私からは３問質問

いたします。 

  １つ目は、旧居留地の歴史的建造物保全へ

の取組についてお聞きします。 

  先日、本市を代表する貴重な歴史的建造物

の１つである商船三井ビルが維持管理費の増

加が原因で、2027年にも閉館することが報道

されました。商船三井ビルが位置する旧居留

地には、ほかにも歴史的な建築物があります

が、建物や設備の老朽化が進行することから、

ほかの建築物についてもいずれ同じような課

題に直面するのではないかと危惧しています。

旧居留地の町並みを維持することは、本市の

都市ブランド戦略としても重要であり、市と

してどのように関わっていくのか見解を伺い

ます。 

  ２つ目は、水素関連施策の中長期的な展望

についてお聞きします。 

  本市では、水素スマートシティ構想を掲げ、

水素実証事業の産官学連携による推進を柱と

し、燃料電池自動車の普及などにより、水素

の利用拡大による環境負荷の低減を目指して

きました。県においても水素社会の実現を目

指した取組を推進しており、平成31年に策定

された兵庫水素社会推進構想では、2025年頃

から2040年頃までを水素大量消費時代を見据

えた対応を図る中長期的取組の期間としてい

ます。 

  本市においても、2025年度で水素関連の実

証実験が期間終了となる節目を迎えますが、

これまでの取組をどのように評価し、今後、

水素関連施策について、どのような取組を行

っていくのでしょうか、中長期的な目標を含
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め、見解を伺います。 

  ３つ目は、都市空間向上計画の進捗に対す

る評価についてお聞きします。 

  本市では人口減少が進行していくことを受

け、民間企業や行政によるサービスを持続可

能なものにするという観点から、立地適正化

計画の内容を含む都市空間向上計画を令和２

年に策定しています。 

  策定当時は、2060年に約110万人まで人口

が減少するものと予測されていましたが、現

在、市独自の推計では、2060年に約105万人

まで減少することと予測されており、当時の

見立てよりも人口減少が加速しています。 

  本計画は、将来も心地よく健やかに住み続

けられるよう、長い時間を費やして継続的に

進めるものとされていますが、人口減少は待

ったなしの課題であり、抜本的にコンパクト

シティー化を進めるべきと考えますが、計画

の進捗及び現状に対する市としての評価をお

伺いします。 

  以上、３点、よろしくお願いいたします。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 岩谷議員の御質問のう

ち、私からは旧居留地の歴史的建造物保全に

ついての取組をお答え申し上げます。 

  今回、報道のありました商船三井ビルは、

大正時代に建てられた近代建築でありまして、

戦災・震災を乗り越え、これまで活用されて

きた本市を代表する貴重な歴史的建築物と考

えております。 

  旧居留地にはこのほかにも多くの歴史的建

造物が現存しておりまして、かつては銀行や

事務所だった建物が飲食店や物販店、ギャラ

リーなど、その使い方を変えながら活用され

ております。 

  商船三井ビルをはじめとした、これらの歴

史的建築物につきましては、その維持・保全

に関する相談があった際に、本市としても貴

重な財産である建物がその姿を保ちながら活

用されるよう、外観などの維持、修理への補

助、テナントへの賃料補助などの支援制度を

用意し、案内をしているところです。 

  報道がありました商船三井ビルにつきまし

ては、３～４年前だったかと思いますが、お

邪魔させていただきまして、経営陣の中の１

人、あるいは幹部の方から丁寧に御案内をい

ただきました。お話からは、この建築物に対

する深い愛情が感じられましたし、その際、

今後神戸市が進めるウオーターフロントの再

整備の在り方につきましても御意見をいただ

いたところです。 

  現時点では所有者からは、閉館後の処遇を、

ビルを活用することを念頭に置いて検討を進

めているとお聞きをしているところでありま

して、港湾局・都市局などがパイプもありま

すので、率直な意見交換を重ねていきたいと

思っております。 

  引き続き、貴重な建物の残る旧居留地エリ

アの町並みや景観を守り育てるため、歴史的

建築物の保全活用にしっかりと取り組んでま

いりたいと存じます。 

  ほかの御質問につきましては副市長からお

答えさせていただきます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 私のほうから残りの

２点について御答弁を申し上げます。 

  まず、水素関連施策の中長期的な展望につ

いてという点でございます。 

  本市では2014年より水素スマートシティ神

戸構想を掲げて事業を推進してまいりました。

これまでの取組として、水素サプライチェー

ン構築実証では、2022年に日本とオーストラ

リアの間におきまして、世界初となる大容量

液化水素の国際間海上輸送に成功したところ

でございます。 

  その後も航行実証を継続し、2024年には、

実証で得られた基準がＩＭＯ（国際海事機

関）の液化水素運搬船の暫定安全基準に採択
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されたほか、液化水素の荷役設備であります

ローディングアームの実証で得られた安全基

準がＩＳＯ規格となったところでございます。 

  水素ＣＧＳの実証では、2018年に市街地に

おける水素燃料100％のガスタービン発電に

よる電熱供給を世界で初めて達成をいたしま

した。現在も冷熱を取り出す技術の実証が継

続されておりますけれども、水素ＣＧＳにつ

きましては、既に国内外において市場投入が

始まっているところでございます。 

  さらに、市内中小企業の支援といたしまし

て、経験豊富な民間出身のコーディネーター

によります、伴走型の技術指導や、研究開発

に対する補助制度によりまして、市内中小企

業による水素関連製品の開発が進み、新たに

水素産業に参入した事例も出てきているとこ

ろでございます。 

  このように神戸における実証によって液化

水素に関する技術開発が大きく進展し、国際

基準となっていることは大きな成果でありま

して、それらの取組が市内の中小企業に波及

していることもまた成果であると考えている

ところでございます。 

  ただ一方で、世界的な社会情勢の変化等に

よりまして、水素調達コストやインフラ整備

費が高騰し、国内のみならず世界各地で事業

の遅延、変更が発生するなど、水素を取り巻

く状況に停滞が見られるところでございます。

こういった状況ではありますけれども、神戸

市におけるこれまでの実績に着目し、神戸で

水素に関する新たな実証を検討する複数の企

業と現在協議が進んでいるという状況もある

わけでございます。 

  現在は、中長期的な目標を掲げることは難

しい状況にありますけれども、これまで積み

上げてきた先進的な事業や研究を進める企

業・大学とのネットワーク、実証のノウハウ、

既存設備の活用も含めて、次年度以降の取組

の在り方について、世界的な情勢にも注視し

ながら検討してまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

  ２点目は、都市空間向上計画の進捗に対す

る評価でございます。 

  神戸市では、鉄道ネットワークを生かして、

鉄道駅を中心に生活利便施設などが立地し、

その周辺に住宅地が広がるコンパクトな都市

構造を形成しておりまして、これまでもこの

特性を生かし、安全・安心・快適に住み続け

られるまちづくりを進めてきているところで

ございます。 

  神戸市都市空間向上計画は、長期的な視点

で人口減少などが生活に及ぼす影響を市民・

事業者と共有し、人口減少に対応した持続可

能なまちの実現に向け、市民・事業者・行政

が一体となって、50年先も心地よく健やかに

住み続けられるまちを目指す計画として策定

をさせていただいたものでございます。 

  本市では既にコンパクトな都市構造を形成

しておりますので、本計画は、人口減少の影

響が大きいと想定される区域などから、居住

移転等を推進するような計画ではございませ

ん。 

  また、本計画に基づく取組は、短期的な成

果を重視するものではなく、長期的な視点を

持って継続的に進めるものと考えているとこ

ろでございます。 

  引き続き人口が減少していく中でも、市民

が安心して住み続けられるよう、現在の都市

構造を生かしながら、各地域の魅力・資源を

有効活用し、多様なライフスタイルが実現で

きる持続可能なまちづくりに取り組んでまい

りたいと考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 岩谷君。 

○３番（岩谷しげなり君） それでは、１つ目

の旧居留地のお話からしたいと思うんですけ

れども、市長も商船三井ビルの経営陣の方と

しっかりお話しされているということなんで

すが、ただ、行政ができることって私、限ら

れていると思いまして、やっぱり民間がやる
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べきことですので。ただ行政が環境整備、こ

れはできるとは思うんです。 

  今、神戸は、反タワマン都市という感じで、

全国的に有名になっちゃっていますけれども、

数年前ですよね、旧ファミリアホール、それ

も老朽化して、どうやって保全していくかと

いうことが問題になりましたけれども、今で

はいわゆるタワマンの一部として復元されて、

一定程度、景観を保持されているということ

で、ちょっとタワマンのネガティブな部分ば

っかり話、取り上げられるんですけれども、

ちょっとポジティブな部分にも光を当ててい

ただいて、今後、景観保全をどうやっていく

かというのも、ぜひとも検討していただきた

いと思いますし、そういう観点からも、この

規制の緩和ないし撤廃というのも考えられる

と思うんです。 

  ちょっと今日の本筋からそれるんですけど、

去年、空室税というのが報道で取り上げられ

た際に、ちょっとびっくりしまして、これ神

戸市としては、近代資本主義社会に対して、

大きな挑戦をしているんじゃないかなという、

ちょっとそういう思いもしました。 

  つまりは、所有権というのは、利用収益、

そして処分、これ自由であるというのが、や

っぱりジョン・ロック以来から確立された概

念であって、それをタワマンだけ狙い撃ちに

して、税でペナルティを加えていくというの

は、私、聞いたときに、もしかしたらこれ憲

法29条の財産権侵害であるとか、憲法14条の

平等原則違反であるとか、そういうことを何

か指摘されかねないかなという、そういう懸

念もありますので、そういう法的リスクとか、

今後何か有識者会議へ進んでいくということ

なんですけど、法的リスクとか近隣不動産市

場に与える影響、そういうものを十分加味し

ていただきながら、慎重になっていただきた

いと思います。 

  すみません、少々脱線したんですけど、市

長おっしゃったとおり、これ都市局だけでは

なくて、今後、ウオーターフロントエリアが

新しくなっていくということなので、港湾局

であったり、文化スポーツ局とも横断的に、

よくよく考えていただきたいと思います。 

  それでは、２つ目、水素関連施策の展望と

いうことなんですけれども、いろいろ実証実

験がされて、いろんな技術が開発されている

ということなんですけど、これ技術が確立さ

れたとしても、価格競争で勝てるとは限らな

いということで、その観点から再質問に行き

たいと思います。 

  本市における水素関連施策については、昨

年実施されたネットモニターアンケートにお

いて、市域での水素に関する取組について、

知っている取組がないと回答した市民が、実

に57.7％を占めています。 

  この10年間で神戸市は、約20億6,000万円

という多額の市費を投じてきたにもかかわら

ず、水素の利用が拡大しているという市民の

実感は薄く、施策に対する理解も浸透してい

ないのが現実であります。 

  アメリカによるパリ協定の枠組みからの離

脱、オーストラリアや欧州における水素関連

事業の撤退や見直しなど、脱炭素や水素エネ

ルギー施策に対する世界的な情勢が変わりつ

つあります。 

  水素の利用拡大に向けた機運醸成が進んで

いない中、本市が今後も積極的に水素関連施

策に取り組む必要はあるのでしょうか。 

  水素実証事業が期間終了を迎える今年度を

もって一旦立ち止まって、方針転換を図るこ

とも必要と考えますけれども、見解を伺いま

す。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 神戸市におけます水

素事業は、産業用途の技術開発が中心であり

ますけれども、水素社会の実現には、市民の

理解が不可欠でありまして、より一層周知に

努める必要があるというふうに考えていると
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ころでございます。 

  現在、大規模改修中の青少年科学館におき

まして、水素に触れて学べる機会を提供でき

るような取組を進めているところでございま

すけれども、市民への発信については、さら

に工夫、検討をしてまいりたいと考えてござ

います。 

  本市では、これまで、市街地における水素

供給網の設置実証や、水素エネルギー供給事

業の社会実装など、中長期的なプランも含め

て、様々な事業者と協議をしながら、連携ま

たは支援する形で事業を推進してきたところ

でございます。 

  ただ、御指摘をいただきましたように、世

界的な社会情勢の変化によりまして、水素を

取り巻く状況は大きく変動しているという状

況でございます。 

  水素の活用は現在、技術開発途上にありま

すけれども、中長期的に見れば、脱炭素社会

の実現に向けて不可欠なものであるというふ

うに考えているところでございます。 

  先ほど御答弁を申し上げましたように、複

数の企業において新たな動きも出てきている

ところでございます。引き続き企業・大学等

と連携しながら、ただ一方で、国内外の情勢

にも注視しつつ、柔軟に事業を進めてまいり

たいというふうに考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 岩谷君。 

○３番（岩谷しげなり君） 事前にお聞きして

びっくりしたのが、今回、水素施策に対して、

例えば削減できたＣＯ２の削減量であったり、

あと雇用創出、そういう経済効果、そういう

正確な数値は取っていないと言うんですよ。 

  午前中での議論でもありましたけれども、

神戸市は一方でＥＢＰＭ推進だと、そういう

ことをうたっているけれども、これ、正確な

数値を取っていなかったら、ＥＢＰＭで証拠

に基づく政策立案とか政策評価できないと思

うんですけれども、仮にやっていなかったら、

それ説明責任が出てくると思うんですけど、

その観点からちょっとお聞きしたいんですけ

れども、ＥＢＰＭは適用されているかどうか

と、適用していないんであれば、その理由を

教えていただきたいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 先ほど申し上げまし

たように、この水素社会の実現を図るために、

私どもとしては実証実験に協力をし、その技

術開発を行っているという状況でございます。 

  これは国際的にも脱炭素を図るという意味

合いで、国レベルでもそのような取組が行わ

れておりますし、またそれに移行する形で私

どもとしては、その実証実験、あるいは技術

開発に今協力をしているという状況でござい

ますので、そういった出口が、まだ見えてい

ないという状況で、それを測る指標というの

がなかなか難しいというのが今の状況でござ

いますので、そういった成果というものにつ

いての指標はしてございません。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 岩谷君。 

○３番（岩谷しげなり君） これ今回、水素の

ほうを取り上げたんですけど、ちょっと私が

感じるのは、神戸医療産業都市とのアナロジ

ーみたいなのを感じるんですよ。 

  議会においても、やっぱり神戸医療産業都

市も多額の市税を投じてきましたけれども、

これが一体どう市民に還元されているのか分

からないとか、これ基礎自治体がやることな

んですかって、そういう議論が結構、委員会

とかでも巻き起こっていて、昨年はそういう

声もあったから、有識者会議、これが開催さ

れたと思うんですけれども、繰り返しになり

ますけれども、技術が確立されてもこれが価

格競争で、エネルギー競争の中で、勝てると

はどこにも保証がないということで、余裕の

ある時代だったら、私、こういう夢の技術と

いうか、いろんなものにかけていくというの
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はまだよかったかもしれないんですけれども、

るる当局のほうからの答弁ありましたように、

今後、財政的に厳しくなっていく中で、見通

しが今見えないと副市長おっしゃいましたけ

れども、そういうことにお金を注いでいくの

が果たして適切かどうかというのは、やっぱ

り私としては疑問でありますし、今、どんど

ん水素ステーションも増やしていっています

けれども、これ仮に20年後、30年後、私は議

員やっているか分かりませんけれども、その

頃、たくさん町に水素ステーションができた

として、これが水素社会が来なかったという

場合、これ一体、水素ステーションいっぱい

できたけど、どうすんのみたいな、これちょ

っと最悪の状況、あくまでもシミュレーショ

ンですけれども、やっぱりそういう現実的な

ところに今後、お金を注いでいったほうが、

足元の投資、そういうものをしていったほう

がいいと思って、その観点から最後の、水素

に関しての再質問なんですけれども、パリ協

定では、産業革命前からの気温上昇を２度以

内に抑えるという目標が掲げられていますが、

仮にこの目標が達成されたとしても、気象庁

の日本の気候変動2025によれば、かつて100

年に１度だった極端な高温が1.5年に１度の

頻度で発生するとされています。現に昨年の

日本の年平均気温は、統計開始以来の最高を

記録し、猛暑日日数も過去最多を更新してい

ます。 

  このように、気温上昇の抑制だけではもは

や国民生活を守れない時代に突入しています。

であるならば、今後の投資の重点は、水素の

ような効果が見えにくい技術ではなくて、高

温常態化への適応策にシフトすべきではない

でしょうか。 

  例えば、環境配慮型塗装の整備拡充や、こ

うべ木陰プロジェクトといったグリーンイン

フラのさらなる推進、住宅や公共空間でのク

ーリング対策など、現実的かつ即効的な対策

への投資こそが一層必要ではないでしょうか、

見解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 地球温暖化対策には、

温室効果ガス排出量を削減する緩和策、それ

と気候変化に対して、自然生態系や社会経済

システムを調整することにより、気候変動の

悪影響を少しでも軽減する適用策があると考

えられております。 

  神戸市はこの２つの対策は相互補完的な施

策であり、これを両方を推進する必要がある

のではないかというふうに考えております。

つまり、もう気候変動をこれ以上抑止するこ

とは無理なので、何もしないという考え方は

神戸市は取りません。 

  その効果については、まだまだ科学技術的

に解明されていない点はありますけれども、

これはもう長年にわたる議論によって、これ

に対しては小さなコミュニティも、そして

個々の自治体も、また各国政府も、グローバ

ル社会も、国際機関もやはりそれぞれ役割分

担を適切に行いながら、やっぱりこれを行っ

ていこうということが、これはおおむねコン

センサスが得られているというふうに思いま

す。 

  もちろんブラジルの前のボルソナーロ大統

領のように、その因果関係を全て否定して、

アマゾンを幾ら伐採しても大丈夫だというよ

うな考え方は一部にはありますが、それはや

はり例外的な考え方でありまして、気候変動

への対応ということは、しっかりと国民的コ

ンセンサス、また自治体におきましては、市

民的コンセンサスを得ながら、しっかりとや

っていかなければならないというのが、神戸

市政の基本的な立場です。 

  その上で、御指摘の言わば適応策と考えら

れる高温常態化対策についても、しっかりと

取り組んでいかなければならないと考えてお

ります。 

  例えば、人が多い都心部や主要駅の周辺、
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公園などへのミストやクールベンチの設置、

六甲山からの湧水を活用した車道への散水な

どがその１つです。 

  御指摘のこうべ木陰プロジェクトにつきま

しては、木陰の創出、地表の温度が上がりに

くい素材を用いた道路舗装などにも取り組ん

でおりますし、冷房の効いた店舗と連携し、

市内約650か所でＫＯＢＥクールオアシスと

位置づけ、夏場に市民が一時的に休憩できる

取組も行っております。 

  こうべ木陰プロジェクトは、地表表面温度

上昇の抑制や、体感温度を下げる効果などを

目的として、都心部などで木陰を増やす取組

です。具体的には、交差点周辺に新たな樹木

を植樹したり、歩道上の既存樹木の土壌改良

を行っておりますし、植樹ができない場所や

信号に近い歩道上などにおきましては、今後、

人工の日よけ設備の設置も検討をしておりま

す。 

  今後は、間もなく暑い時期を迎えますけれ

ども、夏場の異常高温は、異常というよりも

今後常態化することが見込まれます。 

  引き続きこれまでの取組を拡大させるとと

もに、新技術の導入を含め、高温常態化の適

応策に積極的に取り組んでまいりたいと存じ

ます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 岩谷君。 

○３番（岩谷しげなり君） 気候変動に関して

は、ここで答えられる問題ではないとは思う

んですけれども、私もＣＯＰでの議論も毎回

ちゃんと見てまして、ちょっとずつ、やっぱ

りその世界的な議論も変わってきているなと

思うんです。だから、今日、あえてこういう

質問させていただいたんですけれども、ただ、

神戸市が気候変動を、気温上昇を抑制すると

言って、脱炭素社会ということで進めていて

も、やっぱりＣＯ２どんどん出している途上

国があれば、神戸だけで地球全体の気温を下

げれるわけがないとは思うんですけど。 

  ドラギレポートって、欧州中央銀行総裁の

ドラギさんが出したレポート、これもしかし

たら御存じだと思うんですけれども、今、ド

イツを中心にヨーロッパとかでもグリーン水

素エネルギー投資が進んでいたけれども、ち

ょっと冷静になったほうがいいんじゃないか

と、もうちょっと経済の部分、そっちのほう

に重きを置いたほうがいいんじゃないかって、

ドラギさんが出したレポートが経産省を中心

に結構、衝撃を与えたみたいなので、やっぱ

り神戸市も、あえて今日は、この水素施策と

いうのを私、取り上げさせていただきました

けれども、ちょっと理想を掲げるのはいいけ

れども、そういう経済の現実的なところも見

ていただきたいと思いまして、次、都市空間

向上計画の進捗に対する評価についての質問

をいたします。 

  この都市空間向上計画を読みますと、Ｑ＆

Ａの中には、郊外地域にも引き続き住んでも

らいますけれども、里山地域と、この集落に

も住んでもらいますよと、いろいろな配慮が

されていて、今後、神戸市がどういう都市像

になっていくのかというのが、ちょっと私の

目から見えにくいなと思いまして、その観点

から再質問させていただきます。 

  本市では、西神中央駅や名谷駅など、郊外

の駅前リノベーションを行っており、これは

都市空間向上計画としましては、コンパク

ト・プラス・ネットワークの実現に向けた施

策と認識しています。 

  今年度、都市空間向上計画の中間評価を行

うとのことですが、計画に基づいて実施され

ている駅前リノベーション等の施策について、

効果検証するためには、評価指標として現在

設定されている自動車分担率だけでなく、居

住誘導区域内の人口密度や公共交通の利用者

数など、コンパクトとネットワーク両面を測

ることのできる評価指標を設定すべきではな

いでしょうか。 

  現在の評価指標の設定の考え方と併せて見
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解を伺います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） この都市空間向上計

画では、コンパクト・プラス・ネットワーク

の実現に向けまして、アクセス機能の確保と

合わせて施設の適正な配置などに関する施策

を展開することで、公共交通や徒歩、自転車

等の分担率を高めていきたいと考えておりま

して、それを評価する指標として、自動車分

担率を設定しているところでございます。 

  先ほど御答弁も申し上げましたけれども、

本計画は、短期的な成果を重視するものでは

なく、長期的な視点を持って継続的に進める

ものであるため、現時点では現在の評価指標

により、施策の進捗状況等の把握に努めてま

いりたいと考えているところでございます。 

  一方で、都市ブランドを向上させ、人口誘

因を図ることを目的に取り組んでおります、

駅周辺のリノベーションといったことにつき

ましては、駅の特性に応じて交流人口の増加

を目指す駅、定住人口の増加を目指すべき駅、

地域の特性を生かす駅という整備方針を定め、

事業を進めさせていただいているところでご

ざいます。 

  駅周辺のリノベーションに先行的に取り組

んでいる西神中央駅や名谷駅におきましては、

例えば人口・世帯数の社会増減の推移や民間

投資の動向などの指標を適宜確認しながら、

駅周辺のリノベーションの施策効果をしっか

りと発現させてまいりたいと考えてございま

す。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 岩谷君。 

○３番（岩谷しげなり君） 午前中の議論はデ

ータが重要であると、そういうお話だったん

ですけれども、やっぱり私はこの自動車分担

率だけでは、この市内の人口がどういう形で

動態が進んでいるかと、やっぱり今日、午前

中も平野議員から、詳細に見ないといけない、

そういうお話だったと思うんですけれども、

やっぱりいろんな評価の仕方があると思うし、

指標を出さないと、そういう分析も、そもそ

もできないと思いますので、その点もお願い

したいと思います。 

  評価も重要なんですけど、一方で、この交

通とか居住の指標というのは、あるべき都市

のスケールと密度を前提に設計されたもので

あって、データ利活用の話もありましたけれ

ども、将来人口の見通しをただ減っていくと、

眺めているだけではなくて、どのエリアにど

れだけ人口を保ちたいのかという、こういう

政策的意思、これも私は不可欠だと思います。

その観点から、再質問２つ目に行きたいと思

います。 

  市独自の推計において、2070年まで、本市

人口は減少し続けるものと見積もっていると

おり、よほど強力なインパクトが発生しない

限りは、今後人口が増加に転じることはなく、

減少していくものと考えられています。 

  であるならば、都市空間向上計画の中間評

価を行うこのタイミングで、持続可能かつ効

率的なまちづくりを行うという観点から、計

画に定める居住誘導区域の区分については、

対象エリアを絞り込むように見直すべきでは

ないでしょうか。 

  その上で、居住誘導区域への移転支援、例

えば個人への引っ越し代補助や、誘導区域内

での税制優遇など、コンパクトシティー化を

進めるための具体的な取組を検討・実施して

いくべきではないでしょうか、見解を伺いま

す。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） これ先ほども御答弁

申し上げましたけれども、既にコンパクトな

都市構造を形成しております本市では、人口

が減少していく中でも、現在の市域全体でそ

れぞれの地域の特徴を生かしながら、将来に

わたり市民が心地よく健やかに住み続けられ
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るまちを目指す計画として策定をさせていた

だいたものでございます。 

  このため、対象エリアの絞り込みや、エリ

アに誘導するための施策の充実のような短期

的な成果を重視するものではなく、長期的な

視点を持って継続的に取組を進めるものと考

えているところでございます。 

  引き続き、持続可能なまちの実現に向けて、

それぞれの地域に応じた施策を、市民・事業

者・行政が一体となって取り組んでいくもの

と考えているとこでございます。 

  この都市空間向上計画でございますけれど

も、2018年３月に基本的な考え方を示させて

いただきまして、そして2020年３月に２年を

かけて策定をさせていただいたものでござい

ます。 

  この2019年６月に都市空間向上計画の素案

を取りまとめをさせていただいたときは、こ

の山麓郊外居住地域という地域につきまして

は、かなり広く取らせていただいて、私ども

としては都市のスポンジ化に備えるというよ

うな、予防的な対策も必要ではないかという

ような御提案もさせていただいたところでご

ざいます。 

  その後、市民、そしてこの議会でも大変、

御議論いただきまして、いろんな御意見がご

ざいまして、地域が分断される、あるいは過

疎化が進展し、空き家が増える、資産価値が

下がる、居住権の侵害であるといったような、

大変多くの御議論をいただきまして、そして

様々な御意見を踏まえて修正をさせていただ

いて、現在の計画とさせていただいたもので

ございますので、この計画については本当に

議会でも十分な御審議をいただいたものであ

るというふうに考えてございますので、この

議会の意思を尊重させていただいて、私ども

これからも進捗等々の管理もさせていただき

たいというふうに考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 岩谷君。 

○３番（岩谷しげなり君） コンパクトシティ

ー化が進んでいるということで、今、言葉で

私聞いたんですけれども、やっぱりそこの評

価の部分が抽象的で見えにくいから、一体神

戸の都市像、どっちに向かっているんだろう

なと、もしかしたら、これ数字で出したら、

やっぱり副市長、進んでますねということを

お話しできるかもしれないですけれども、駅

前リノベーション、確かにやっているけれど

も、その周辺人口、本当に郊外とかから誘導

されてきてるのかとか、そういうところは、

ちょっと分からないので、私は指摘させてい

ただいたということを申し添えたいと思うん

ですけど。 

  今後、人口をどうしていくかというところ

で、昨年、うちの会派ののまち議員のほうか

ら市長に対して、神戸にとって最適な人口っ

てどれぐらいですかとお聞きしたと思うんで

す。市長からは、庁内でもよく議論はされて

いないんですという御答弁をいただきました。 

  やっぱりこの人口というのは、私が言うま

でもなくて、交通とかインフラとか、教育、

子育てとか、全ての政策の根幹となってくる、

そういう１つの数字だと思うんです。 

  私も神戸市会で、今年で２年ちょっとです

けれども、仮に、これ市長が、これから10年、

20年かけて、この神戸の人口を160万人まで

に増やして、この神戸の大都市の力を発揮し

て、周辺自治体からも神戸に人を集めて160

万人まで目指しますという話だったら、例え

ば、そしたら市長、こういうある政策に関し

ては、160万人目指すんだったら、もっとこ

っちに力入れたらどうですかとか。 

  これ逆の場合もそうで、市長は恐らくこっ

ちかなとは思うんですけど、人口減少という

のは全国的なトレンドだから、もうこれはち

ょっとあらがうのは難しいと。ただ10年後、

今日のところ推計では136万人と、神戸市の

人口136万人だけれども、何とか抑制して145

万人ぐらいにとどめますと、そういう話だっ
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たら、そしたらまた、政策の議論の在り方と

かも変わってくるとは思うんですけれども、

こういう人口の目標値を示すということは難

しいかもしれないけれども、各政策の議論と

か都市像の議論を深めていくために、そうい

うお考えというのは、やっぱりないのかなと

いう点について、市長の御見解をお聞きした

いと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 昨年に神戸の長期的な

都市としての将来像をお示しする基本構想を

議決をしていただきました。これはそこには

数値も、あるいは具体的な方策も特にここに

書かれているわけではありません。神戸市が

目指すまちの姿を、多くの方々の意見を基に

まとめたものです。 

  これを基に、これから基本計画を策定する

ことにしておりまして、そこの中で、人口を

どういうふうに考えるのかというのは、御指

摘のとおり重要な問題ですから、そこで明確

にこの人口目標ということを設定できるのか

どうかということも含めて、これは専門家の

意見も聞きながら検討させていただければと

思います。 

  ただその際、やはり社人研の推計よりも大

幅にこれを上回る人口減少が進んでいる。こ

れは自然減が加速しているということです。

このことは、やはりこれをいかに抑制するの

か、つまり少子化対策ということをやはりや

っていかなきゃいけない。これは国全体でし

っかりと大きな方向性を示して、具体的な方

策を国も考えていただいているところですけ

れども、同時に、これを大きく変えるという

ことは、相当これは困難を伴うということだ

と思います。 

  いかにこの人口減を抑制するということを

考えながらも、間違いなく続くであろう、こ

の人口減少対策を真正面から見詰めて、これ

に対応した、神戸市としての対応を考えてい

くということを基本にしながら、基本計画の

策定に臨んでいきたいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 岩谷君。 

○３番（岩谷しげなり君） ありがとうござい

ます。新人のお話として聞いていただきたい

んですけれども、やっぱりこの２年ちょっと、

この議会での議論を聞いていて、各施策に対

して、ある施策は、これは人口を増やそうと

しているのか、それとも、この減少に適応さ

せようとしているのか、それとも抑制させよ

うとしているのかというのが、ベクトルがよ

く分からなかったんです。 

  職員さんに、そのことをお話し聞いても、

いやちょっと分かりませんと、そういう感じ

で、なかなかこの庁内の中でも、各政策とこ

の人口増ですね、それが結びついているのか

というのが疑問だったので、こういうことを

聞かせていただいたんですけれども、神戸っ

てグローバル貢献都市神戸とか、ＳＤＧｓ推

進都市神戸とか、デザイン都市神戸とか、す

てきな理想とか理念、こういうのをたくさん

掲げていて、こういうものというのは、多分

誰も批判しないと思うんです。 

  全部すばらしいとは思いますけれども、や

っぱり一方で、さっきの水素の話もそうなん

ですけど、理念はすばらしいけれども、内実

が曖昧で、場当たり的な施策になってしまっ

ていないかなと。だからこそ、効率的な投資

のためにも、どこにどれぐらいの力を注いで

いくべきかという、この都市計画のデザイン、

今後どういう神戸になっていこうかと、そう

いう具体的なデザインは、人口減少の中では

必要だと思います。 

  最後の再質問に移りたいと思います。 

  コンパクトシティー化を進める観点からは、

インフラ投資についても、よりエリアを絞り

込むことも視野に入れるべきと思います。陥

没等が問題となっている道路や上下水道は、

しっかりと維持管理を行いつつ、将来の人口
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推移を加味して、エリア毎に過大な投資とな

らないよう、受益者の多寡等を基に、改修の

是非に係る一定の基準を設定し、市民の理解

を得ながら、より厳選していくべきと考えま

すが、いかがでしょうか。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） このコンパクトな都

市構造を形成する、それを構成する道路や上

下水道は、極めて重要な役割を果たしており

ます。 

  ネットワークとして機能していることから、

部分的に改修といったものに係る基準という

ものも設定することは困難であるというふう

にも考えます。人口減少社会を見据えた効率

的な維持管理手法が求められているというと

ころでございます。 

  道路施設につきましては、自動車交通量に

応じた幅員や舗装構成とするなど、路線ごと

に経済的な規模・仕様で整備をしてきたとこ

ろでございます。 

  また、維持管理につきましても、例えば路

面探査車両による路面下空洞調査や、道路巡

回技術支援技術など、新技術を活用し、予防

保全に努め、効率化やコスト縮減につなげる

努力も取組も行っているところでございます。 

  上下水道施設につきましても、定期的な点

検調査、適切な維持管理と修繕、老朽度に応

じた計画的な改築更新事業を実施してござい

ます。 

  また、改築工事に当たりましては、人口推

移から予測した給水量及び処理水量に基づき、

将来的に必要となる処理規模を設定し、施設

の統廃合、コンパクト化を行うことで、コス

ト縮減を図り、効率的な施設管理を実施する

こととしているとこでございます。 

  いずれにいたしましても、道路や下水道と

いったインフラは、市民の安全・安心な暮ら

しを守り、市民生活や経済活動を支える重要

な社会基盤でありまして、老朽化に伴う改修

が必要でございます。引き続き、各路線の重

要度や重要施設の接続など、社会的影響度を

考慮し、優先順位をつけて、計画的に改築更

新を進めてまいりたいと考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 岩谷君。 

○３番（岩谷しげなり君） これはもう神戸に

限らずなんですけれども、どこにも配慮して、

どこにも決断しないという状態が続いて、非

効率な投資が常態化するということだけは、

避けていただきたいと思います。 

  都市の将来人口増とそれに基づく政策の選

択と集中の方針を示していただくことを要望

して、私の質問を終わります。ありがとうご

ざいました。（拍手） 

○議長（菅野吉記君） 御苦労さまでした。 

  次に、35番高橋としえ君。 

  （35番高橋としえ君登壇）（拍手） 

○35番（高橋としえ君） 日本維新の会の高橋

でございます。それでは、残り一般質問させ

ていただきます。 

  まず、第１に、神戸空港の国際化を契機と

した海外展開支援について伺います。 

  阪神・淡路大震災の復興プロジェクトであ

ります神戸医療産業都市の取組は、構想開始

から四半世紀を経て、350超の進出企業・団

体、１万2,700人の雇用者数を擁する国内最

大級のバイオメディカルクラスターへと大き

く成長を遂げました。 

  さらに、令和２年度試算では、1,562億円

の経済効果と69億円の税収効果を生み出して

いるなど、経済復興の観点からは既に確たる

成果を得ているものと思っております。 

  令和７年度予算では、これまでに引き続き

ボストンやタイで開催される展示会の出展や、

フィラデルフィアのサポート機関によるスタ

ートアップの伴走支援プログラムの実施が予

定されているとのことでございますが、海外

におけるプレゼンスの向上に関しては、私は

まだまだ課題があると感じております。 
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  そこで、神戸空港の国際化に伴い、就航路

線がある国々を中心に、市内企業の成長に向

けて具体的な成果が得られる施策を展開して

いくことが重要になると考えております。 

  海外展示会への参加等が単発的な取組に終

わらないよう、これまでの事業の効果検証を

ぜひ丁寧に行うとともに、各国の市場や研究

開発環境の動向等を詳細に調査し、体系的に

戦略を整理した上で、年度ごとの計画・目標

を定めて、企業支援メニュー等を実施してい

くべきだと考えますが、見解を伺いたいと思

います。 

  次に、文化芸術による西神中央の活性化に

ついて伺いたいと思います。 

  令和４年10月に開館した西神中央ホールに

つきましては、開館した令和４年度は利用率

が39.8％だったものが、令和６年度には69.

4％と大きく向上しております。所管であり

ます文化スポーツ局が中心となり、積極的に

取り組んだ結果として、高く評価しておりま

す。 

  その一方で、東播地域からの利用も見込ん

で整備されました西神中央ホールでございま

すが、同地域からの利用があまり伸びていな

いように感じております。 

  東播地域を含むエリアにおける都市機能の

拠点となるよう実施してきた西神中央駅前の

リノベーションの質も踏まえて、東播地域か

らの集客及び利用増に今後どのように取り組

まれようとしているのか、見解を伺いたいと

思います。 

  次に、玉津健康福祉ゾーンにおける都市公

園整備について伺います。 

  2017年から私が質問・要望を重ねてきまし

た約６万坪の玉津健康福祉ゾーンの予定地内、

遊休地の活用につきまして、都市公園を整備

する方針がお示しになられました。調査の事

業者が決まったところでございます。 

  西区玉津町水谷は、都心からも近く、農地

やため池といった自然に恵まれた地域でござ

います。森の未来都市神戸を推進する本市と

いたしまして、現地の森林、里山再生といっ

た観点を持ちながら、自然環境を最大限に有

効活用しつつ、あらゆる世代の人々が集える、

そういった魅力的な公園を整備すべきと考え

ております。 

  さきの予算特別委員会では、今年度から公

園整備に係る調査検討業務を開始するとのこ

とでありましたが、現在の進捗及び今後のス

ケジュールについて伺いたいと思います。 

  次に、公民連携による災害備蓄の充実につ

いてお伺いします。 

  阪神・淡路大震災の発生から30年を迎えま

した。今後起き得る災害に対しましても、震

災当時の気づきなどを踏まえつつ、備えを進

める必要があると考えます。 

  そのためには、神戸市地域防災計画で掲げ

ているとおり、事業者との協働による災害へ

の備えを進めるべきだと考えております。 

  例えば、2024年には、我が会派からの提供

依頼により、コンビウィズ社から赤ちゃん用

ダンボール製ベッド102床が神戸市に寄贈さ

れました。本日これは50センチ掛ける80セン

チで大きいので、ここにお持ちすることはで

きないんですけれども、コンビウィズ社の

「ベビーにこっと」という名前がついており

ます。 

  さらに、同年１月には株式会社アイルの野

菜シート「ベジート」、これは小っちゃいの

で本日持ってきましたけれども、規格外のお

野菜をペースト状にして、寒天を混ぜて、こ

ういうふうにシートにしたものですけれども、

これも5,000パックが１月に、防災備蓄食と

して株式会社好日山荘から神戸市に寄贈され

た事例もございます。 

  このように先進的な災害備蓄品を御提供い

ただける企業を積極的に神戸市として募集す

るなど、公民連携の観点を踏まえた災害備蓄

品の充実をさらに図るべきだと考えますが、

見解を伺いたいと思います。 
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  次に、小・中学校の規模の適正化について

お伺いいたします。 

  本市においては、人口減少に伴って、小規

模校が増加しておりまして、令和６年度時点

では小規模の小学校が55校、中学校が19校と

なっております。 

  本市教育委員会では、令和５年６月に、学

校教育環境の向上及び学校規模の適正化に関

する基本方針を策定し、子供たちにとってよ

りよい教育環境を実現するために対策を進め

ているところでございます。 

  この計画に基づき、統廃合等により、その

在り方が見直される可能性も考えられる一方

で、これまでのコミュニティーや通学路など、

小学生・中学生を取り巻く環境には、さらに

慎重に配慮する必要があると私は考えます。

小・中学校の規模の適正化について、本市と

して今後どのように取り組んでいかれるのか、

見解を伺いたいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 久元市長。 

○市長（久元喜造君） 高橋議員の御質問のう

ち、まず、神戸空港の国際化を契機とした海

外展開支援につきましてお答えを申し上げま

す。 

  神戸医療産業都市の国際展開につきまして

は、これまでも市内企業の海外展開支援に取

り組んでおりまして、株式会社メディカロイ

ドが開発をいたしました手術支援ロボットｈ

ｉｎｏｔｏｒｉが、シンガポールやマレーシ

アの病院に３台導入され、100件の症例を重

ねるなどの具体的な成果も見られております。 

  また、ライフサイエンスに関する規制や技

術などの世界基準を形成し、研究開発の中心

となっている米国におけるプレゼンスの向上

や進出支援についても、重点的に取り組んで

いるところでありまして、米国で開催される

展示会への参加、米国バイオクラスターと連

携したスタートアップの育成支援に取り組み、

既に２社が海外へ進出をしております。 

  一方、近年、オープンイノベーションの進

展や、アジア諸国を中心としたバイオクラス

ターの形成など、ライフサイエンス分野の研

究開発の環境や市場の動向は大きく変化をし

ております。 

  このような背景の下、本年９月には市内企

業５社とタイの展示会へ出展し、大学病院や

日系企業に対して、現地の市場調査と商談会

を行うこととしております。 

  また、米国におきましては、大学や病院な

どとの現地支援ネットワークを構築し、スタ

ートアップが海外進出を行う際の伴走支援型

プログラム作成に着手をいたしました。 

  今後は神戸と就航することとなりました韓

国や台湾につきましても、さらに施策を展開

することが必要であり、大阪・関西万博を契

機に、韓国の大手企業やシンガポール企業庁

など、多くの機関が神戸を訪れていることな

どの機会を捉え、今後の具体的な国際展開施

策の在り方や、市内企業との協業に向けた意

見交換を行いたいと考えております。 

  市内企業の海外進出や海外企業の神戸への

呼び込みなどを計画的に進めていけるよう、

今後ジェトロや国際コンサルティング会社な

ども活用し、各国の医療ニーズ、研究開発環

境などの調査も実施をしていきたいと考えて

おります。 

  玉津健康福祉ゾーンにつきましては、これ

は御指摘いただきましたように、自然環境に

恵まれた可能性のあるエリアです。 

  しかしながら、震災後、平成22年度の市の

基本構想を策定する際に、事業計画を見直し、

今日に至っているという経緯があります。 

  私も、ここ数年の間に何回も現地を訪れて

おりまして、昨年もかなり、１時間ぐらいか

けて西神戸のバイパスのところまでずっと見

て、相当現地を歩き回って、現状を改めて確

認をしたところです。 

  やはり現状を放置することは適切でないと

考えておりまして、今年度から都市公園とし
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ての活用に向けた検討を始めました。 

  公園整備に向けた調査・検討に当たりまし

ては、今年５月に設計コンサルタント会社と

の契約を締結し、現地周辺状況の確認や用地

調査、保安林などの各種規制の確認などの業

務に着手をいたしました。 

  今年度中に基本的な整備方針の取りまとめ

を行う予定でありまして、今後おおむね３か

年で具体的な整備内容の検討や各種手続など

を詰めた後に、工事に着手をしたいと考えて

おります。 

  公園整備の検討に当たりましては、御指摘

のとおり、市の新たな施策である森の未来都

市神戸の視点を踏まえ、現地の自然環境を最

大限に活用することが重要だと考えておりま

す。 

  地元の方々とも丁寧に協議を行いながら、

地域に愛され、人々を引きつける魅力的な公

園となるよう、御指摘も踏まえながら検討を

進めてまいります。 

  ほかの御質問につきましては、副市長のほ

うからお答えさせていただきます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 私のほうから２点、

御答弁申し上げます。 

  まず、西神中央ホールについてでございま

すが、西神中央駅周辺におきましては、神戸

市の西神地域に加えて、近隣市町を含む都市

機能拠点として、令和元年度にリノベーショ

ンに着手しておりまして、大型商業施設のリ

ニューアルや駅前広場の整備など様々な事業

に取り組んでいるところでございます。 

  このリノベーションの一環として、令和４

年10月に西神中央ホールを整備したところで

ございます。 

  西神中央ホールの利用についてですが、近

隣の西神工業会に向けてのＰＲ、無料開放デ

ーの実施、アートスペース交流広場の活用、

さらには、市主催の公演やアニメ上映会等を

実施することで、利用率の向上に努めてきた

結果、先ほど御紹介いただきましたとおり、

利用率については69.4％と増えてきたところ

でございますが、一方で、東播地域からの利

用者についてはあまり伸びていない状況でご

ざいます。 

  それで、西神中央駅前のリノベーションの

趣旨も踏まえまして、近隣市町も含むエリア

からの集客及び利用増に取り組むことが重要

と考えておりますので、まず、魅力的なコン

サートを実施するなど、市内外を問わずに利

用者増を図りながら、合わせて近隣市町に向

けたＰＲを強化していく必要があると考えて

いるところでございます。 

  具体的には、県内で活躍する芸術家等を活

用したコンサートを令和５年度から実施され

ていますので、今年度からは新たな取組とい

たしまして、若手演奏家を対象に公募を実施

し、これまで以上に幅広く出演者を募ること

で、より魅力的なコンサートを提供していき

たいと考えております。 

  また、７月から９月にかけて開催するＫО

ＢＥ国際音楽祭2025の企画の１つとして実施

を予定いたしております音楽祭スペシャル公

演、また関連事業においても、西神中央ホー

ルで実施することとしているところでござい

ます。 

  近隣市町へ向けたＰＲの強化といたしまし

ては、これまで実施してまいりました近隣市

の公共ホール等へのチラシの配架依頼に加え

まして、新聞等へのチラシ折り込み等につい

ても実施をする予定としているところでござ

います。 

  西神中央駅周辺は、西神中央ホールの整備

だけでなく、大型商業施設のリニューアルな

どに取り組んできておりまして、エリア一帯

の魅力が高まってきていると考えております。

そのため、ホールにおきましても、より魅力

的なコンサート等を実施し、さらに近隣市町

への広報にも力を入れていくことで、多くの
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方から、西神中央ホールを御利用いただける

ように努め、西神中央駅周辺の活性化につな

げていきたいと考えているところでございま

す。 

  それから、２点目ですが、公民連携による

災害備蓄の充実につきまして御答弁申し上げ

ます。 

  神戸市の地域防災計画におきましては、阪

神・淡路大震災の経験・教訓を踏まえまして、

市民・事業者・市が協働で、平時からの備え

を十分に行い、それぞれの役割を非常時に果

たせる仕組みづくりを目指すことにしておる

ところでございます。 

  御紹介いただきました、近年、赤ちゃん用

ダンボール製ベッドのほか、野菜シート「ベ

ジート」など、従来の備蓄品に加えて、より

工夫が凝らされた備蓄品が開発されていると

ころでございます。そのため、先進的な備蓄

品を取り入れることで、被災後の生活をより

健康で安全に過ごせるよう、企業との協働に

よる災害への備えを進めることは重要である

と考えているところでございます。 

  先進的な災害備蓄品を提供いただける企業

を募集する仕組みといたしまして、例えば、

企業版ふるさと納税制度の活用がございます。

この制度では、企業が寄附を行った場合に、

法人関係税から税額控除する仕組みとなって

おりまして、企業側にもメリットはございま

す。 

  昨年、この仕組みを活用いたしまして、水

道のない場所でも入浴や手洗い等が可能にな

る水循環型のポータブル水再生システムを御

寄附いただいた事例もございます。 

  引き続き、企業版ふるさと納税の仕組みを

積極的に活用するなど、さらなる災害備蓄品

の充実を図っていきたいと考えております。 

  震災30年を迎えた神戸市として、本市と関

わりのある企業を中心に、災害備蓄品の充実

をはじめ、災害時における企業との幅広い連

携を引き続き検討してまいりたいと考えてお

ります。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） 私のほうからは、

小・中学校の規模適正化について、答弁申し

上げます。 

  議員御指摘のように、少子化の進行に伴い、

本市の小規模校は――小学校11学級以下、中

学校８学級以下でございますが、令和６年５

月１日現在で小学校が55校、中学校が19校の

計74校あり、今後もさらに増加することが見

込まれております。 

  小規模校では、クラス替えができず、人間

関係が固定化する、集団の中で学ぶ機会が少

ないなど、生活面や学習面での課題がありま

すが、特に教員の体制の面で、これからの時

代に求められる子供たちの主体性を大切にし

た多様な教育活動を展開することが難しくな

るのではないかと考えられます。 

  既に小規模校対策が一定進んでいる政令市

もある中で、本市としても、教育環境の改

善・向上を図っていくために、喫緊の課題で

あると認識しております。 

  そのような状況を踏まえ、令和５年６月に

策定した学校規模適正化の基本方針では、小

規模校対策として、校区変更や学校統合、義

務教育学校への移行等を検討していくことと

しております。 

  取組の進め方としましては、学校運営協議

会等の場において、学校ごとの現状や課題に

ついて保護者や地域の方々との間で共有し、

その後、学校の状況に応じた具体的な対策案

を提示して、意見交換や協議を進めることと

しております。 

  これまでの間、地域や保護者から声が上が

った学校を中心に、66校の学校運営協議会で

計115回の協議を行っております中で、協議

が進んだ幾つかの学校では、保護者説明会や

地域団体への説明を実施して、より広く意見

をお聞きするようなところまで進んでおりま
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す。 

  いずれの地域におきましても、決して強引

に進めるのではなく、まずは保護者や地域の

方々と課題認識を共有するところから始めて、

丁寧に協議を進めたいと思っております。 

  小規模校対策については、今後とも子供た

ちにとってよりよい教育環境をどう実現して

いくかということを中心に据え、丁寧に意見

交換を重ねながら進んでまいりたいと考えま

す。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 高橋君。 

○35番（高橋としえ君） そうしましたら、医

療産業都市のことについてから再質問させて

いただきます。一問一答でお願いします。 

  熊本県では、世界最大の半導体の受託製造

企業ＴＳＭＣが、台湾企業が進出したことに

より、多様な企業や人材の集積が図られ、地

域が非常に活性化しているとお聞きしており

ます。 

  半導体は患者の診断、治療、モニタリング、

医療機器の操作、医療データの管理等におい

て不可欠な役割を果たしており、半導体技術

の活用は、医療の効率性向上、診断の精度向

上、医療機器の領域をはじめとして、神戸医

療産業都市の進出企業との親和性も非常に高

いと考えております。 

  このような世界的な企業や、企業が集まる

成長可能性が高い地域に対して、積極的にア

プローチをし、連携を強化するという、ぜひ

とも攻めの姿勢を展開していただきたいとい

うふうに思っております。 

  効果的・効率的に企業の成長支援策を展開

するためにも、医療産業都市部が経済観光局

など関係部局と密に調整を行い、全市的な海

外展開や他都市の連携の戦略を整理するとと

もに、市役所全体で一元的に情報を集約し、

市内企業の支援をワンストップで行える体制

を整えることが重要と考えますが、見解を伺

いたいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 市内企業の海外展開

支援につきましては、これまでも医療産業都

市部や経済観光局、海外事務所など、庁内の

各部局が連携して支援を行ってきたところで

ございます。 

  具体的には、タイやシンガポールでの海外

展示会への出展に際しては、経済観光局と医

療産業都市部が連携を図り、市内企業と現地

企業や医療機関などとの事前マッチングを行

い、具体の取引につながっているところでご

ざいます。 

  ８月には経済観光局において、シンガポー

ルに新たな事務所を開設し、これまで以上に

東南アジア・インド圏に向けた市内企業の海

外展開支援や現地企業とのマッチングなど充

実をする予定でございます。 

  庁内各部局が持つ情報やノウハウを有効に

活用し、全市一丸となって、市内企業の海外

進出や海外企業の神戸への呼び込みなどに取

り組み、神戸経済の活性化に向け積極的に取

り組んでまいりたいと考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 高橋君。 

○35番（高橋としえ君） ありがとうございま

す。先ほど熊本の例を出しましたけれども、

今後、共同研究や人材交流、スタートアップ

支援などを通じて、熊本市、また他都市と両

地域の強みを生かした新たな価値創造が進む

ことを非常に期待したいと思います。 

  次に、都市公園整備について、玉津福祉ゾ

ーンについてお伺いします。 

  都市公園整備に当たっては、魅力的なコン

テンツを持続的に提供できるように工夫を行

うことが重要でございます。同じ西区では民

間活力を導入したアグリパークの整備が進め

られており、先日、一部がリニューアルオー

プンされたところでございますけれども、ネ

モフィラの丘は、気温が少し下がった影響で
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開花が遅れましたけれども、7万6,000人とい

うすばらしい数字の来客があったと聞いてお

り、既存施設の再整備への民間活力の導入に

ついて、公民連携による相乗効果の大きさを

私は実感したところでございます。 

  玉津健康福祉ゾーンでの都市公園整備に当

たりましても、魅力的な公園とするべく、Ｐ

ａｒｋ－ＰＦＩなど、ぜひ民間活力の導入を

積極的に検討していただきたいと思いますが、

見解を伺いたいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 今西副市長。 

○副市長（今西正男君） 今、御指摘をいただ

きましたように、魅力的な公園づくりにおき

ましては、民間活力の導入をはじめ、様々な

視点からの検討が重要であると考えてござい

ます。 

  近年ではＰａｒｋ－ＰＦＩ制度―― これ御

紹介いただきましたけれども―― を活用いた

しまして、須磨海浜公園の再整備や東遊園地

のにぎわい拠点施設の整備を進め、いずれも

魅力的な公園に生まれ変わり、多くの方々に

大変好評に御利用いただいているところでご

ざいます。 

  玉津における都市公園の今後の検討におき

ましても、サウンディング調査を実施するな

ど、民間活力の導入を含め、今の自然環境を

生かした、より魅力的な公園となるよう検討

を進めてまいりたいと考えてございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 高橋君。 

○35番（高橋としえ君） ちょっと時間の関係

で、玉津福祉ゾーンに関しましては意見とし

て申し述べたいと思いますけれども、この経

緯も含めまして、人間のみならずワンちゃん

――犬の健康を考えていただいたドッグラン

の施設とか、多様な世代、例えばグラウンド

ゴルフ―― 年配の方のグラウンドゴルフとか、

学生さんがグラウンドを使用できる場所とか、

グローバルウェルネスの視点を取り入れてい

ただきたいということを要望させていただき

ます。 

  神戸空港が国際化したことにより、世界へ

と誇れるような、ぜひこの西区からグローバ

ルウェルネス都市型公園を整備していただき

たいと思います。 

  そして、阪神・淡路大震災を経験した神戸

といたしまして、防災庁の創設及び神戸周辺

の拠点設置を要望していることも踏まえて、

防災・減災に関しましても、しっかりと神戸

市からアピールできる都市公園を目指してい

ただきたい、そのように意見として申し述べ

たいと思います。 

  次に、先ほどの小学校の規模の適正化につ

いてお伺いいたします。 

  この質問をさせていただいた背景に、西区

の井吹の丘小学校の児童数及び学級数が、平

成30年をピークにかなり激減しているという

ことが原因なのか、何が原因なのか分かりま

せんけれども、小学校の統廃合、またはその

跡地に老人ホームができるといったあらぬう

わさが独り歩きをしておりまして、地元のふ

れまちの方から御相談を受けたことがござい

ました。 

  今、教育長より仮にそういった場合も、丁

寧に地元と話合いを重ねるという御答弁をい

ただきましたけれども、それをきっちり地元

にお返ししたいと思いますし、市のホームペ

ージでも、この小学校の規模適正化に関する

方針は掲載されておりますが、なかなか皆さ

ん見ておられないという現実がありますので、

しっかりと広報をしていただきたいと思いま

す。 

  そして、先ほど、現在進んでいるというお

話も―― 統合に関してお話合いが進んでいる

という地域の御紹介もございましたけれども、

いずれにしましても、学校規模適正化に関し

ましては、保護者や地域の方々の意見を伺い、

理解をいただきながら、学校ごとに具体的な

対策を進めていく、そういうことで再確認で
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す。御答弁をお願いしたいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） あくまでも規模適正

化につきましては、地域の保護者や地域の

方々、また当然実情を踏まえて、丁寧に進め

ていくということでございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 高橋君。 

○35番（高橋としえ君） 先ほど御答弁の中に

も学校運営協議会の話もございましたけれど

も、学校ごとの現状や将来推計等を踏まえた

課題というものも、即、父兄の皆様に共有し

ていただきたいということも要望させていた

だきますし、今回のような西区の事例を、も

し例えばほかの地域でも把握した場合には、

教育委員会として即刻動いていただきたいと、

そのように思うんですけれども、見解を伺い

たいと思います。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 福本教育長。 

○教育長（福本 靖君） 先ほどの例は全く根

も葉もない根拠のないお話なので、そこまで

我々のほうでは把握することは難しいんでご

ざいますが、いずれにしましても、規模適正

化の方針に従った規模になった学校には、何

らかの形で、学校運営協議会等の場で御提案

させていただいて、それを受けて、またそう

いうことを進めていこうという雰囲気が醸成

されたところから丁寧に進めていくと、そう

いうことでございます。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 高橋君。 

○35番（高橋としえ君） 丁寧に進めていく、

今の話は全然根も葉もないということでござ

いますので、それを聞いて多分地元の方は安

心している、そのような御答弁だと思うんで

すけども、根も葉もないうわさだからこそ、

教育委員会がこうじゃないとか、こうだよっ

ていうことを、機会があればぜひとも発信し

ていただきたい、そのように思っております。 

  災害備蓄のことでございますけれども、前

向きな御答弁ありがとうございます。ぜひふ

るさと納税等々を活用していただきまして、

民間との官民連携の災害備蓄について、充実

させていただきたいと思います。 

  先ほどあちらのほうで野菜シートのことを

お話ししましたけれども、これは神戸市にい

ただいたベジートですね、株式会社アイル社

の。これは今、大阪・関西万博のくら寿司の

中でもベジートを使ったヘルシーなこのロー

ルというのが提供されており、非常に好評だ

と伺っております。 

  能登半島地震での課題を深めて、自治体と

この民間連携の備蓄というモデルが非常に今

盛んに各地で進行中ですので、神戸市も後れ

を取らないように、しっかりと取り組んでい

ただきたいということを要望させていただき

ます。 

  次に、アーティストの件でございます。 

  西神中央駅前にあるプレンティ広場では、

ＫＯＢＥまちなかパフォーマンス公認アーテ

ィストがパフォーマンスをしている姿をよく

見かけます。まちなかで日常的にアートシー

ンに触れられるような取組は、まちのにぎわ

いづくりという観点で、非常に重要でござい

ます。 

  公認アーティストにより活躍していただく

場として、例えば主にプレンティ広場で活躍

しているアーティストさんが、西神中央ホー

ルでのコンサート等のイベントに出演する機

会を設けてはいかがでしょうか。 

  それとか、例えば、西神中央ホールを利用

するに当たって、ちょっとまちなかパフォー

マンスを公認というお墨つきを付けるだけで

はなくて、引き続き伴走支援というものが重

要になってくると思いますけれども、中央ホ

ールを使用する際の減免制度についてもお考

えいただきたいと思いますが、見解を伺いた

いと思います。 
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  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 小原副市長。 

○副市長（小原一徳君） 令和６年度より本格

始動しておりますＫＯＢＥまちなかパフォー

マンスにつきましては、審査に合格したアー

ティストが、市の指定する公認会場を中心に

音楽や大道芸などのパフォーマンスを行うこ

とができる制度となっておりまして、現在登

録アーティストは73組、公認会場は13か所と

なっているところでございます。 

  御指摘いただきましたそのプレンティ広場

につきましては、人をためる広さがあること、

また人通りが多い駅前広場であるということ

から、登録アーティストからも好評で、公認

会場の中でも特に利用の多い場所となってい

るところでございます。 

  当制度は、アーティストの活躍機会の創出

とまちのにぎわいづくりを目指しているもの

でございまして、アーティストが安心してパ

フォーマンスできる場所を市が公認会場とし

て提供し、アーティストの自立的な活動を支

援することを目的としているところでござい

ます。 

  登録アーティストに対しましては、公認会

場でのパフォーマンスのほかにも、ライトア

ップなどの式典など、市のイベントでの演奏

機会を設けたり、ホームページにはプロフィ

ールの掲載や出演依頼ができる申請フォーム

を用意するなど、側面的な支援を行っている

ところでございます。 

  まちなかパフォーマンス事業の一環として、

今年度、既に実施いたしました神戸まつりの

ほか、新たにＴОＴＴＥＩ ＰＡＲＫやメリ

ケンパークで登録アーティストが多数出演す

るイベントを企画し、広く知っていただく機

会を設ける予定でございます。 

  御指摘いただきましたその公認会場からホ

ールに出演していただくようなステップアッ

プも含めて、具体的には、実際活動されてい

る登録アーティストの方々からの意見とかニ

ーズについてもお聞きしながら、支援の在り

方を検討してまいりたいと思っております。 

  （「議長」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 高橋君。 

○35番（高橋としえ君） 支援の在り方につい

て皆さんに御意見を伺って、前向きに考える

という前向きな御答弁ありがとうございます。

ぜひともよろしくお願いいたします。 

  やはり若手アーティストさんが神戸で活躍

して、西神中央プレンティ広場も昨日一昨日

ぐらいから水が流れて、子供たちが楽しく遊

んで、その横で演奏するって、すばらしい光

景になっておりますし、こういった神戸に住

みたいなっていうふうな機運の醸成がさらに

盛んになればいいと思っておりますので、こ

の伴走支援についても、引き続き、具体的に

前向きに考えていただきたいと御意見申し上

げまして、私の質問を終わらせていただきま

す。ありがとうございます。（拍手） 

○議長（菅野吉記君） 御苦労さまでした。 

  この際、お諮りいたします。 

  一般質問は、本日はこの程度にとどめたい

と存じますが、御異議ございませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（菅野吉記君） 御異議がないと認めま

す。 

  それでは、一般質問は、本日はこの程度に

とどめます。 

  以上で、本日の日程は全部終了いたしまし

た。 

  この際、申し上げます。 

  次回本会議は、明日６月10日午前10時に開

きます。 

  なお、ただいま在席の各位には、文書によ

る開議通知は省略させていただきますので、

さよう御了承願います。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

   （午後３時12分散会） 
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